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第１章 計画策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨 

国は次世代育成支援を迅速かつ重点的に推進するため、平成15年７月に「次世代育成

支援対策推進法」を制定し、地方公共団体及び事業主が行動計画を策定することを通じ

て、次世代育成支援対策の推進を図ってきました。 

しかしながら、平成17年に我が国は初めて総人口が減少に転じ、出生数は106万人、

合計特殊出生率は1.26となり、ともに過去最低を記録し平成20年時点では、1.37と上

昇しているものの少子化は進行しています。また、平成18年12月に発表された「日本

の将来推計人口」によれば、2055年にあっても合計特殊出生率は1.26と示されました。 

以上のような動向を踏まえ、国では結婚や出産・子育てに関する国民の希望を実現す

るためには何が必要であるかに焦点を当てて検討が進められ、平成19年12月に「子ど

もと家族を応援する日本」という重点戦略が取りまとめられました。 

重点戦略では、就労と出産・子育ての二者択一構造の解消において、「働き方の見直し

による仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現」とその社会的基盤とな

る「包括的な次世代育成支援の枠組みの構築」を「車の両輪」として進めていく必要が

あるとされています。 

本市では、平成17年3月に旧伊奈町・旧谷和原村において「次世代育成支援地域行動

計画（前期）」を策定し、次代を担う子どもが健やかに生まれ育つ環境の整備に取り組ん

できました。 

前期計画の終了を向えた今、より一層の子育て支援の充実が求められていることから、

「つくばみらい市次世代育成支援地域行動計画（後期）」の策定にあたっては、旧伊奈町・

旧谷和原村の計画の内容を踏まえつつ、母子保健、商工労働、教育、住宅等の各分野の

関係部署が横断的に取り組むとともに、市民をはじめ地域の支援団体・関係機関など、

多くの方の協力が得られる策定体制とし、前期計画の施策等の評価を行い、新たな子育

て支援に向けて平成22年度から始まる後期計画を策定しました。 

 

２ これまでの国の施策  

国は、平成14年にまとめた「少子化対策プラスワン」において、従来の取り組みが保

育に関する施策を中心としたものであったのに対し、子育てをする家庭を地域全体とし

て支え、社会全体が一体となって総合的に取り組むべきとし、平成15年には「次世代育

成支援対策推進法」を制定し、平成17年から施行しています。 

平成18年には、予想以上の少子化の進行に対処し、少子化対策の抜本的な拡充、強化、

転換を図るため、少子化社会対策会議において「新しい少子化対策について」が決定さ
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れ、「社会全体の意識改革」と、「子どもと家族を大切にする観点からの施策の拡充」と

いう2点が重視されました。 

その後、「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」において示された少子高齢化

についての一層厳しい見通し等を踏まえ、平成19年に「子どもと家族を応援する日本」

重点戦略検討会議が設置され、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」

及び「仕事と生活の調和推進のための行動指針」が、重点戦略に反映されています。 

 

図 少子化対策の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成21年度版 少子化白書 

 

また、重点戦略では「包括的な次世代育成支援の枠組みの構築」に向け、①具体的な

制度設計の検討、②先行して実施すべき課題という２つの課題が示され、地域や職場に
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おける次世代育成支援対策を推進するための「児童福祉法の一部を改正する法律」が平

成20年11月に可決され、同年12月に交付されました。 

平成14年度から都市部の待機児童を解消するために推進された「待機児童ゼロ作戦」

により、保育所の受入児童数を引き上げるなどの対策を進めてきましたが、待機児童数

は平成20年度に1万9,550人と5年ぶりに増加しました。そのため、国では希望するす

べての人が安心して子どもを預けて働くことができる社会の実現のため「新待機児童ゼ

ロ作戦」を掲げ、今後10年間において保育のサービスの質と量の充実・強化に取り組む

こととなりました。 

平成20年７月には、緊急に対策を講ずべき５つの課題について「社会保障強化のため

の緊急対策～５つの安心プラン～」を取りまとめました。5つの課題のうちの1つの柱で

ある『未来を担う「子どもたち」を守り育てる社会』の実現に向けて「保育サービス等

の子育てを支える社会基盤の整備等」と「仕事と生活の調和の実現」を推進する施策が

盛り込まれています。さらに、1月には国民が希望と安心の持てるような社会保障制度

のあり方という観点から社会保障国民会議が設置されており、同年11月の最終報告では、

子育て支援の社会的基盤の充実に関する視点が示されました。 

 

３ 今後の国の動向 

（１）次世代育成支援対策推進法の改正 

地域や職場における子育て支援を充実させるため、次世代育成支援対策推進法が改

正され、平成21年４月に施行されました。これにより、仕事と家庭の両立を支援する

ための雇用環境の整備等について、事業主が策定する「一般事業主行動計画」は、301

人以上の企業については、都道府県労働局への届出だけでなく、公表・従業員への周

知についても義務付けとなりました。 

また、平成23年４月１日からは、101人以上の企業についても、行動計画の策定・

届出及び公表・従業員への周知が義務となります。 

 

仕事と家庭の両立支援に関する行動計画の策定・届出企業の範囲拡大 

企業規模 従来 平成23年４月１日以降 

301人以上 義務 義務 

300人以下101人以上 義務 

100人以下 
努力義務 

努力義務 
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行動計画の公表及び従業員への周知徹底 

企業規模 従来 
平成21年４月１日以

降 
平成23年４月１日以

降 

301人以上 義務 義務 

300人以下101人 
以上 

義務 

100人以下 

規定なし 
努力義務 

努力義務 

 

行動計画策定指針についても、市町村行動計画の策定に当たっての基本的な視点に、

「仕事と生活の調和の実現の視点」が追加されています。 

 

４ 計画の位置づけ 

（１）計画策定の義務 

「次世代育成支援対策行動計画」は、少子化の流れを変えるために集中的・計画的

な取り組みを促進することを目的とする10年間の時限立法である「次世代育成支援対

策推進法」によって、地方公共団体に策定が義務付けられた計画となっています。 

 

（２）具体的な定量的目標の設定と事後評価の必要性  

計画期間は５年を一期として、この間に達成すべき目標事業量、施策目標など具体

的な定量的目標の設定が必要とされているとともに、その達成状況の検証などの事後

評価とその結果の公表が求められています。 

 

（３）後期行動計画の位置づけ  

次世代育成支援計画は、次世代を育む若い世代の支援を含む広義の「子育ての社会

化」をめざすものであり、あらゆる行政施策を子育ての面から見直し、統合した行動

計画として位置づけられています。本市においては、平成17年3月に旧伊奈町、旧谷

和原村が「次世代育成支援地域行動計画（前期）」を策定し、その後の合併、社会経済

情勢、子どもを取り巻く環境の変化等に迅速に対応していくために見直しを行い、「つ

くばみらい市次世代育成支援地域行動計画（後期）」を策定しました。 
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５ 他計画との調和 

後期行動計画は、つくばみらい市の全体的な計画である「つくばみらい市総合計画」

に基づく個別計画として、旧伊奈町・旧谷和原村の「次世代育成支援地域行動計画（前

期）」を引き継ぐとともに、その他の法律の規定により、次世代育成支援に関する事項を

定める関連計画等との調和が保たれたものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 計画の期間 

行動計画は５年を一期として策定するものとされており、最初に策定した行動計画（前

期計画）は、平成17年度から平成21年度までを計画期間としています。それを引き継

ぐために策定する行動計画（後期計画）は、前期計画に係る必要な見直しを平成21年度

までに行った上で、平成22年度から平成26年度までを後期計画期間として、平成21年

度に策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

国の法・関連計画 

子ども・子育て応援プラン 

男女共同参画基本法 

食育基本計画 

健やか親子２１ 

県の関連計画 

大好きいばらき新エンゼルプラン21 

いばらき障害者いきいきプラン 

いばらき高齢者プラン21 

つくばみらい市総合計画 

その他の 

関連計画 

教 育

住 宅

交 通

環 境

情 報
つくばみらい市 

いきいきハートプラン

次世代育成支援対策推進法 

つくばみらい市次世代育成支

援地域行動計画《後期計画》 

健康いばらき21プラン 

つくばみらい市高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画

つくばみらい市男女共同参画計画 

（仮）つくばみらい市 
食育推進計画 
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第２章 つくばみらい市の現況 

１ 人口動態と子どもの世帯 

（１）総人口と年少人口の推移 

つくばみらい市の人口は、合併前の平成15年から平成18年までは減少傾向にあり

ましたが、その後増加に転じ、平成21年１月１日現在42,830人となっています。 

年少人口（15歳未満）は、平成18年までは減少傾向にありましたが、その後増加

に転じ、平成21年１月1日現在5,735人となっています。しかし、年少人口割合は

13.4％と、平成15年から比べると0.5ポイント低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：茨城県常住人口調査（各年1月1日現在、平成18年までは旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
 

40,251 40,699 41,957 42,830

5,647 5,601 5,537 5,426 5,442 5,659 5,735

40,40240,53540,545

13.4

13.5

13.9
13.8

13.413.5

13.7

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

13.0

13.5

14.0

14.5

総人口 年少人口 年少人口割合

（人） （％）



 

 

12 

 

（２）総人口の推計 

つくばみらい市の推計人口は、平成29年で47,200人と推測され、平成12年から

6,667人増加する見込みとなっています。また、平成29年の年少人口割合は11.9％

で、平成12年から2.7％低下する見込みとなっています。一方、老年人口は、年々増

加し31.1％になると推測しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成12年と平成17年の国勢調査の実績値を基に算出、平成22～平成29年は総合計画の推計値 
 

（３）世帯数及び１世帯あたり人員の推移 

世帯数は、平成15年から増加傾向で推移し、平成21年1月１日現在、14,534世

帯で平成15年から2,206世帯の増加となっています。一方、１世帯当たり人員は減

少傾向で推移しており、平成21年1月1日現在の1世帯当たりの人員は2.95人で核家

族化が進行していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：茨城県常住人口調査（各年1月1日現在、平成18年までは旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 

12,328 12,476 12,603 12,646 13,090
14,53413,891

3.29 3.25

3.02
2.95

3.21 3.18 3.11

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

2.5

2.7

2.9

3.1

3.3

3.5

3.7

3.9

世帯数 １世帯当たり人員

（世帯） （人）

5,907 5,428 5,414 5,627 5,617

28,082 27,024 26,903 27,295 26,904

6,544 7,722 9,983 13,578 14,679

40,533 40,174
42,300

46,500 47,200

11.9

16.1 19.2 23.6 29.2 31.1

13.5 12.8 12.114.6

0

20,000

40,000

60,000

80,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成29年

0.0

50.0

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳）
老年人口（65歳以上） 年少人口割合
老年人口割合

（人） （%）
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（４）世帯の家族類型 

国勢調査による家族類型別世帯をみると、平成17年時点の核家族世帯（7,547世

帯）は、総世帯数（12,532世帯）の60.2％を占め、「夫婦のみ」世帯、「女親と子ど

も」世帯が増加し、核家族世帯の55.7％が「夫婦と子ども」の世帯となっています。

また、その他の親族世帯では「夫婦、子どもと両親」、「夫婦、子どもとひとり親」世

帯が減少傾向にあります。 

 

単位：世帯 

家族類型別世帯数 平成２年 平成７年
平成12

年 
平成17

年 

6歳未満親
族のいる

世帯（平成
17年再

掲） 

18歳未満
親族のい

る世帯（平
成17年再

掲） 

総世帯数 9,794 11,195 11,975 12,532 1,437 3,803

Ａ 親族世帯 9,119 9,992 10,393 10,676 1,437 3,803

Ⅰ 核家族世帯 5,827 6,658 7,102 7,547 856 2,192

(１)夫婦のみ 942 1,441 1,913 2,271 － －

(２)夫婦と子ども 4,331 4,500 4,297 4,204 809 1,944

(３)男親と子ども 115 127 168 202 4 39

(４)女親と子ども 439 590 724 870 43 209

Ⅱ その他の親族
世帯 

3,292 3,334 3,291 3,129 581 1,611

(５)夫婦と両親 100 104 130 121 － －

(６)夫婦とひとり親 105 159 215 286 － －

(７)夫婦、子どもと
両親 

1,111 1,084 951 792 208 564

(８)夫婦、子どもと
ひとり親 

1,044 1,071 1,013 962 118 437

(９)夫婦と他の親族 
（親、子どもを含ま
ない） 

25 32 33 44 3 16

(10)夫婦、子どもと
他の親族 
（親を含まない） 

159 149 200 209 38 150

(11)夫婦、親と他の
親族（子どもを含ま
ない） 

90 104 115 100 14 19

(12)夫婦、子ども、
親と他の親族 

496 449 409 345 171 320

(13)兄弟姉妹のみ 16 25 41 41 － 2

(14)他に分類され
ない親族世帯 

146 157 184 229 29 103

Ｂ 非親族世帯 8 21 31 59 － －

Ｃ 単独世帯 667 1,182 1,551 1,797 － －
資料：国勢調査（各年10月１日現在、旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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（５）６歳未満親族のいる一般世帯の推移 

国勢調査によると６歳未満の親族のいる世帯は、平成17年時点、1,437世帯で、

世帯人員は6,740人、1世帯当たり4.7人となっています。また、６歳未満親族人員

は1,876人で1世帯あたりの６歳未満人数は1.3人となっており、いずれも減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年10月1日現在 旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
 

（６）18歳未満親族のいる一般世帯の推移 

国勢調査によると18歳未満の親族のいる世帯は、平成17年時点、3,803世帯で、

世帯人員は17,648人、1世帯当たり4.6人となっています。また、18歳未満親族人

員は6,695人で1世帯あたりの18歳未満人数は1.8人となっています。いずれも減少

傾向で推移しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査（各年10月1日現在 旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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（７）母子世帯の推移 

国勢調査によると母子世帯数は増加しつづけ、平成17年時点、155世帯で平成12

年時点の111世帯から44世帯の増加となっています。また、母子世帯人員は平成17

年時点、416人で1世帯あたり2.7人となっており、いずれも増加傾向となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：国勢調査（各年10月1日現在 旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 

 

 

（８）父子世帯の推移 

国勢調査によると、父子世帯数は平成17年時点、28世帯で世帯人員は68人となっ

ており、1世帯あたり2.4人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査（各年10月1日現在 旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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２ 少子化の動向 

（１）合計特殊出生率※１の推移 

合計特殊出生率の推移をみると、茨城県は平成12年の1.47から平成17年の1.32

まで減少し、平成19年時点では1.35で全国よりはわずかに高いものの、人口を維持

する2.08※２に比べると大きく下回っています。 

： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：茨城県保健福祉統計年報、栃木県保健統計年報、千葉県健康福祉指導課、神奈川県衛生統計年報 
※１：合計特殊出生率…「15歳から49歳までの女子の年齢別出生率を合計したもの。一人の女性が一

生に産む子供の数とされています。 
※２：日本の人口を維持するために必要とされる合計特殊出生率の指標が2.08とされています。 

 

（２）出生数、出生率（人口千対）の推移 

出生数、出生率の推移では、出生数は平成15年から平成17年まで減少し、その後

増加に転じ、平成19年時点では347人、出生率は8.4‰（パーミル）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

資料：茨城県保健福祉統計年報（平成17年までは旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
※パーミル：千分率 
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（３）出生率（人口千対）の推移の比較 

出生率の推移を国、県と比較すると、平成18年までは、国、県を下回っていました

が、平成19年には8.4‰となり、国及び県の出生率に近づいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：茨城県保健福祉統計年報（平成17年までは旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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（４）未婚率の推移と比較（男性） 

国勢調査によると、平成17年時点の男性の未婚率は、30～34歳が50.5％、35～

39歳は34.0％となっており、3人に1人は未婚者となっています。また40歳代、50

歳代においても未婚率が高く推移しています。39歳までは国、県より未婚率が高くな

っています。 

 

単位：％ 

つくばみらい市 茨城県 全国 
 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成17年 平成17年 

15～19歳 99.0 99.3 99.5 99.9 99.6  99.6

20～24歳 91.5 92.1 93.4 92.8 92.0  93.4

25～29歳 63.8 68.1 70.9 77.2 70.0  71.4

30～34歳 31.1 38.7 43.3 50.5 47.0  47.1

35～39歳 15.1 19.5 26.3 34.0 31.8  30.0

40～44歳 6.7 13.6 16.3 23.2 23.1  22.0

45～49歳 3.0 6.0 12.2 16.3 17.9  17.1

50～54歳 2.4 2.8 6.1 11.4 14.0  14.0

55～59歳 1.6 2.1 2.6 6.2 9.3  9.8

60～64歳 1.6 1.2 2.3 2.7 5.6  5.8

65～69歳 0.6 1.0 1.2 2.3 3.7  3.7

70～74歳 0.2 0.7 0.9 1.1 2.4  2.4

75～79歳 0.5 0.0 0.8 0.9 1.5  1.6

80～84歳 1.0 0.4 0.0 0.9 1.0  1.1

85歳以上 0.0 0.7 0.0 0.0 0.8  0.8

資料：国勢調査（旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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（５）未婚率の推移と比較（女性） 

国勢調査によると平成17年時点の女性の未婚率は25～29歳が62.6％、30～34

歳が33.9％、35～39歳が16.3％となっており、25～29歳と30～34歳では国、

県より高くなっています。特に、30～34歳では平成2年より26.5ポイント高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

つくばみらい市 茨城県 全国 
 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成17年 平成17年 

15～19歳 98.3 98.5 99.0 99.0 99.1  99.1

20～24歳 86.1 87.6 87.2 87.8 86.3  88.7

25～29歳 38.1 49.4 57.6 62.6 55.6  59.0

30～34歳 7.4 13.3 24.2 33.9 28.6  32.0

35～39歳 1.9 5.1 7.9 16.3 14.9  18.4

40～44歳 1.1 2.0 3.7 6.5 8.6  12.1

45～49歳 1.3 1.3 1.8 3.8 5.5  8.2

50～54歳 0.7 1.1 1.0 1.4 4.0  6.1

55～59歳 1.9 0.8 1.1 1.1 3.2  5.2

60～64歳 1.7 1.6 0.6 1.3 2.7  4.2

65～69歳 0.8 1.6 1.7 0.8 2.5  3.8

70～74歳 0.7 1.2 1.5 2.0 2.4  3.9

75～79歳 0.9 0.8 1.2 1.8 2.4  3.9

80～84歳 0.0 0.7 0.6 1.0 2.2  3.2

85歳以上 0.0 0.0 0.9 1.3 1.5  2.0

資料：国勢調査（旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

15～

19歳

20～

24歳

25～

29歳

30～

34歳

35～

39歳

40～

44歳

45～

49歳

50～

54歳

55～

59歳

60～

64歳

65～

69歳

70～

74歳

75～

79歳

80～

84歳

85歳

以上

つくばみらい市
平成2年

つくばみらい市
平成7年

つくばみらい市
平成12年

つくばみらい市
平成17年

茨城県
平成17年

全国
平成17年

（％）



 

 

20 

 

（６）年齢別労働力率の推移と比較（男性） 

国勢調査によると、平成17年時点の男性の労働力率は、20～74歳は国及び県より

高いですが、全体的に10年前の平成7年より低くなっています。特に、20～24歳で

は平成7年から5.4ポイントの減少となっています。 

 

単位：％ 

つくばみらい市 茨城県 全国 
 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成17年 平成17年 

15～19歳 21.6 17.3 16.0 16.9 17.9  17.4

20～24歳 83.8 81.9 77.3 76.5 73.3  67.5

25～29歳 98.9 98.0 95.1 95.9 91.1  88.3

30～34歳 98.8 98.5 97.0 96.9 93.6  91.4

35～39歳 99.4 99.4 96.6 96.3 94.7  92.6

40～44歳 99.7 99.2 96.8 96.7 95.4  93.7

45～49歳 99.5 99.1 98.1 97.0 95.8  94.4

50～54歳 99.3 99.0 97.8 97.2 95.3  93.8

55～59歳 96.8 97.2 95.3 95.9 93.6  92.2

60～64歳 79.8 82.1 75.1 74.4 71.8  73.1

65～69歳 58.0 63.0 55.2 50.7 49.5  50.3

70～74歳 30.3 36.7 36.6 36.8 35.0  33.6

75～79歳 11.4 19.5 20.6 19.5 24.9  23.2

80～84歳 5.9 7.9 13.8 13.1 15.6  15.8

85歳以上 2.4 6.5 5.9 3.5 6.9  8.1

資料：国勢調査（旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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（７）年齢別労働力率の推移と比較（女性） 

国勢調査によると、平成17年時点の女性の労働力率は、平成12年より概ね高くな

っています。特に、30～34歳では平成12年より8.8ポイント高くなっています。ま

た、40～54歳でも70％を超える労働力率となっています。 

 
単位：％ 

つくばみらい市 茨城県 全国 
 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成17年 平成17年 

15～19歳 16.2 13.4 14.7 15.4 16.7  16.8

20～24歳 77.4 75.1 70.6 69.7 69.1  67.7

25～29歳 65.7 67.3 73.0 75.9 71.2  71.6

30～34歳 52.2 54.4 59.3 68.1 61.2  61.6

35～39歳 59.4 59.0 62.5 65.1 62.3  62.3

40～44歳 68.1 69.3 64.8 72.9 69.6  69.5

45～49歳 70.3 67.9 72.6 72.4 73.0  72.7

50～54歳 67.5 64.5 66.1 71.7 68.5  68.3

55～59歳 52.7 58.8 57.6 59.3 58.5  59.7

60～64歳 40.7 37.2 34.6 37.3 38.3  40.4

65～69歳 22.4 25.3 22.9 23.6 26.5  25.9

70～74歳 9.3 12.9 15.2 15.5 18.7  16.3

75～79歳 3.7 4.7 7.5 7.8 11.7  10.4

80～84歳 2.6 2.7 3.6 3.6 5.4  5.6

85歳以上 0.0 1.4 1.2 0.2 1.8  2.1

資料：国勢調査（旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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（８）母親の年齢階級別出生数の推移 

母親の年齢階級別出生数は、平成16年までは、25～29歳での出生数が30～34

歳での出生数を上回っていましたが、平成17年から平成18年では、30～34歳が出

生数の最も多い年齢階級となっています。 

 
単位：人 

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

総数 297 321 296 297 277 261

15歳未満 0 0 0 0 0 0

15～19歳 6 8 9 12 8 3

20～24歳 43 45 49 49 40 41

25～29歳 120 141 118 84 87 92

30～34歳 98 103 86 104 100 89

35～39歳 23 23 30 41 39 33

40～44歳 7 1 4 7 3 2

45～49歳 0 0 0 0 0 1

資料：茨城県保健福祉統計年報（平成17年までは旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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（９）婚姻数、婚姻率（人口千対）の推移 

婚姻数は、平成14年から平成17年は180件前後で推移し、婚姻率をみると平成14

年から年々上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：茨城県保健福祉統計年報（平成17年までは旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 

 

（10）離婚数、離婚率（人口千対）の推移 

離婚数は、平成15年からはほぼ横ばいとなっており、平成19年時点では78件、離

婚率は1.88（人口千対）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：茨城県保健福祉統計年報（平成17年までは旧伊奈町、旧谷和原村の合計数値） 
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３ 保育・教育環境の状況 

（１）保育所入所児童数 

保育所入所児童数は増加傾向で推移し、平成21年度で605人となっています。特

に私立保育所の増加が顕著となっており、平成17年度から102人増加しています。 

 

   （各年４月１日現在） 

区  分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

入所児童数 ７４ ８０ ８５ １３３ １７６私立 
保育 
所 箇所数 1 1 1 2 2

入所児童数 ３９８ ３８９ ４１９ ４０５ ４２９公立 
保育 
所 箇所数 6 6 6 6 6

合計 入所児童数 ４７２ ４６９ ５０４ 538 ６０５

 

（２）幼稚園の状況 

幼稚園の入園児童数は、増加傾向で推移し、平成21年度で890人となっています。

特に私立幼稚園の増加が顕著となっており、平成17年度から109人増加しています。 

 

（各年5月現在） 

区  分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

入園児童数 ２８５ ３３３ ３４４ ３７０ ３９４私立 
幼稚 
園 箇所数 1 1 1 2 2

入園児童数 ５０４ ５０９ ５１１ ５０５ ４９６公立 
幼稚 
園 箇所数 3 3 3 3 3

合計 入園児童数 ７８９ ８４２ ８５５ ８７５ ８９０

資料：学校基本調査 
 

（３）学童保育（放課後児童クラブ）入所児童数 

学童保育（放課後児童クラブ）の入所児童数は、増加傾向で推移し、平成17年度か

ら4クラブ増設し、８クラブで310人となっています。 

（各年４月１日現在） 

区  分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

入所児童数 １９６ ２０２ ２２９ ３０５ ３１０

箇所数 ４クラブ ５クラブ ５クラブ ７クラブ ８クラブ
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（４）小学校・中学校の状況 

小学校児童数は、平成21年度現在、2,323人となっています。中学校生徒数は、

平成19年度までは増加傾向で推移し、平成20年度以降減少に転じており、平成21

年度現在、1,138人となっています。 

（各年5月現在） 

区  分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

小学校児童数 ２,３７４ ２,３６８ ２,３５１ ２,３７６ ２,３２３

学校数 １０ １０ １０ １０ １０

中学校生徒数 １,１５５ １,１７２ １,１８３ １,１４０ １,１３８

学校数 ４ ４ ４ ４ ４

資料：学校基本調査 
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４ アンケート調査からの現状と課題 

■ 就学前児童・小学生の保護者 

（１）世帯構造の特性と子どもの“保育力”について 

祖父母の近居状況（２世代住宅を含む）をみると、「祖父が近くに住んでいる」また

は「祖母が近くに住んでいる」の割合が、就学前児童で約３割、小学校児童が2割、「祖

父または祖母が同居」も合わせると就学前児童は６割近くになり、小学校児童も5割

に上っており、子どもの預かりなど必要に応じて保護者の“養育力（保育力）”を補完

してもらえる環境下の世帯が２人に１人となっていることがわかります。 

実際に、「日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる」世帯が就学前児童では

30.7％、小学校児童が40.6％となっているほか、「緊急時もしくは用事の際に祖父母

等の親族に預かってもらえる」世帯が、就学前児童では55.9％と半数を超え、小学校

児童も42.9％となっています。また、小学校児童では「緊急時もしくは用事の際には

預けられる友人・知人がいる」が22.2％で約5人に１人となっています。 

その一方で、「親族や友人・知人のいずれも（預ける先が）いない」と回答した世帯

が、以下いずれの児童でも1割を超えており、このような世帯への十分な配慮・支援

が求められます。 

 

主な親族等協力者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 30.7

55.9

2.7

15.2

15.1

0.5

42.9

40.6

22.2

4.6

12.9

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族に預かって

もらえる　　　　　　　　　　　　

緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族に預かってもらえる　　　

日常的に子どもを預けられる友人・

知人がいる　　　　　　　　　　　

緊急時もしくは用事の際には子ども

を預けられる友人・知人がいる　　

いずれもない

無回答

就学前児童

n=737人

小学校児童
n=613人
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（２）保護者の就労状況と今後の意向について 

母親の就労状況をみると、「以前は就労していたが、現在は就労していない」の割合

が就学前児童では51.0％と半数を占め、出産を機に離職したケースが多いことがうか

がえます。その一方で、「常勤者（フルタイム）」が22.6％（産休・育休取得中を含む）

で、「パートタイム、アルバイト等」の21.6％を含めると、母親の“就労率”が４割

以上に達する状況です。また、小学校児童の結果では、「パートタイム、アルバイト等」

である母親の割合が36.1％に上り、「常勤者（フルタイム）」の29.7％（産休・育休

取得中を含む）を含めると母親の“就労率”が６割を超えています。 

 

母親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「常勤者」の母親の平均帰宅時間は、以下いずれの児童も「18時台」が多く、就学

前児童では「18時台」が47.2％、「19時台」が18.3％、小学校児童では「18時台」

が44.3％、「19時台」が20.7％となっており、帰宅時間までの子どもの保育や居場

所が必要な世帯も少なくないものと考えられます。 

今後の就労意向を、現在、未就労の母親（専業主婦）にたずねた結果では、就学前

児童で「すぐに働きたい」が22.8％、「子どもが大きくなったら働きたい」が66.8％

で９割近くが就労の希望をもっています。小学校児童をもつ母親の方も、「すぐに働き

たい」が33.5％、「子どもが大きくなったら働きたい」が45.3％で就労希望者が８割

近くいます。 

 

 

 

19.3

28.4

3.3

1.3

21.6

36.1

51.0

24.0

3.3

5.2

1.6

5.1

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=737人

小学校児童

n=613人

就労している（ﾌﾙﾀｲﾑ；
（産休・育休・介護

休業中は含まない）

就労している
（ﾌﾙﾀｲﾑだが産休・

育休・介護休業中）

就労している
（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ、ｱﾙﾊﾞｲﾄ等）

以前は就労していたが、
現在は就労していない

これまでに
就労したことがない

無回答
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就労していない母親の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子育てに関する考え方について 

現在の子育てに対する“気持ち”は、以下いずれの児童も「子どもがいると毎日が

楽しい」が最も多く、就学前児童では73.4％と7割を超え、小学校児童も68.2％と

７割近くに達しています。また、「子育てをすることで自分も成長している」が、以下

いずれの児童も６割強いる一方、就学前児童では「生活や気持ちにゆとりが無く、い

らだつことがある」が52.1％、「子育てについて不安を感じたり、悩むことがある」

が46.1％、「子育てから解放されたいと思うときがある」が43.0％となっていること

から、家事・育児負担の軽減策が求められています。 

 

子育てしている気持ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.8

33.5

66.8

45.3

9.0

16.8 4.5

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=400人

小学校児童

n=179人

有（すぐにでも、
若しくは１年以内に
希望がある）

有（１年より先で、
子どもがある程度大きく
なったら就労したい）

無 無回答

 

0.9

68.2

66.7

34.3

33.0

30.7

34.6

8.0

22.5

1.8
1.5

43.0

9.6

52.1

46.1

29.9

34.3

66.9

73.4

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

子どもがいると毎日が楽しい

子育てをすることで

自分も成長している

子育てが

自分の生きがいになっている

子育てを不安に感じるときがある

子育てについて

不安を感じたり悩むことがある

生活や気持ちにゆとりが無く

いらだつことがある

子どもを虐待しているのでは

ないかと思うことがある

子育てから解放されたいと

思うときがある

その他

無回答

就学前児童

n=737人

小学校児童

n=613人
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父親の育児参加について「良くしている」が就学前児童の46.0％、小学校児童の

38.5％となっており、「時々している」も合わせると就学前児童は、85.1％が育児参

加をしています。 

また、家庭での家事分担の考え方は、以下いずれの児童も「男女が互いに協力し、

分担すべきである」が最も多く、４割近くとなっています。 

母親が育児をしながら働くために必要なことは、以下いずれの児童も「夫が家事や

育児を分担し、協力すること」が半数を超え最も多く、次いで「子育て者に配慮した

労働条件・制度が有り、それが実際に活用できる職場環境であること」が５割弱とな

っています。 

子育てに関して悩みや気になることは、就学前児童は「自分の時間を十分に持てな

い」が43.7％で最も多く、次いで「経済的な不安・負担」が42.1％、小学校児童も

「経済的な不安・負担」が45.8％で最も多くなっています。 

 

（４）保育サービス等の利用について 

現在の保育サービス等の利用については、就学前児童の48.7％と小学校児童の

12.1％が「利用している」と答えています。主な保育サービスは「認可保育園」が

46.8％、「幼稚園」が39.8％、小学校児童は「放課後児童クラブ」の利用となってい

ます。 

 

利用している保育サービス等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4

0.6

0.3

46.8

0.3

1.9

1.1

2.8

6.7

1.7

39.8

5.3

0% 50% 100%

認可保育所

家庭的な保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

認定こども園【共通利用

時間のみの保育の利用】

認定こども園【共通利用時間

（４時間程度）以上の保育の利用】

その他の保育施設

幼稚園（通常の就園時間）

幼稚園の預かり保育（通常の就園

時間を延長して預かるサービス）

ベビーシッター

ファミリーサポート（地域住民

による子どもの預かりｻｰﾋﾞｽ）

無回答
就学前児童
n=359人
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今後、利用したいサービスについて就学前児童に聞いたところ、「幼稚園の預かり保

育」が29.7％で最も多く、次いで「認可保育所」が26.9％、「病児・病後児保育」が

25.5％と続いています。 

また、就学前児童の小学校入学以降の放課後児童クラブの利用については、「利用し

たい」が28.6％、今後の意向は「利用したい」が18.8％となっています。また、「放

課後子ども教室」の利用意向は「利用したい」が38.8％となっております。 

 

（５）子育て支援サービスに対する評価 

就学前児童の市で実施している各種子育て支援サービスの認知度は、「離乳食教室」

が70.3％、「保育所の園庭開放」が62.7％、「パパママ教室・プレママ教室」が61.2％

でともに６割を超えています。一方「異年齢交流事業」が11.5％、「食育の推進事業」

が21.3％と認知度が低率であるなど、情報提供の不足が懸念される結果も見受けられ

ます。 

利用状況は、「こんにちは赤ちゃん事業」が38.9％で最も多く、次いで「離乳食教

室」が28.8％となっており、一部のサービスを除くと１割未満のサービスも目立つ結

果となっています。 

また、今後の利用意向をみると、「保育所の園庭開放」が44.0％で最も多く、次い

で、「子育て支援センター事業」が39.9％、「保健センターの情報・相談サービス」が

38.0％と続いています。 

 
子育て支援サービスの利用意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

38.0

34.5

23.6

44.0

24.3

27.7

31.8

33.8

32.6

39.9

47.9

43.0

46.7

56.4

39.3

56.2

52.9

48.8

47.1

48.8

41.9

32.3

18.2

18.6

19.1

19.4

19.4

19.5

16.7

19.9

18.9

19.8

19.0

0% 25% 50% 75% 100%

こんにちは赤ちゃん事業

（生後４か月までの訪問事業）

保健センターの情報・

相談サービス

発達相談・育児相談・

フォロー教室

パパママ教室・プレママ教室

保育所の園庭開放

離乳食教室

異年齢交流事業

食育の推進事業

子育て講座

乳児と保護者の交流広場

子育て支援センター事業

はい いいえ 無回答就学前児童
n=737人



第２章 つくばみらい市の現況 

 

31 

 

（６）重点的に取り組むべき事項（施策ニーズ）について 

子育てをする上で地域全体に望むこととして、以下いずれの児童も「子どもが危険

な目に遭いそうなときは手助けや保護をしてほしい」が7割を超え、かつ最も多く、

次いで「子どもが良くないことをしているのを見かけたときは、積極的にしかって欲

しい」が小学校児童で６割強、就学前児童で５割強となっています。また、「出会った

ときに気軽に声をかけあうなど、積極的に子どもにかかわって欲しい」が４割強で多

く、地域全体で子どもの成長を見守ることを求めている親が多いことを示す結果とな

っています。 

 

子育てをする上で、地域全体に望むこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こうした本市の状況や今日の社会的な問題も反映し、今後、重点的に取り組むべき事

項に関しては、「子育てに伴う経済的支援の充実」、「子どもの安全、子育て全体を地域で

支援する体制」「仕事と子育ての両立の推進」などを求める結果となっています。 

 

 

2.2

43.2

24.3

66.4

18.1

10.3

74.1

15.2

19.9

3.4

2.4

2.2

3.3

38.1

17.8

72.6

14.4

19.8

55.1

28.8

45.6

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

出会ったときに気軽に声をかけあうなど、

積極的に子どもにかかわって欲しい

「子どもがうるさい」とか「今どきの親」

などと一方的な考え方を変えて欲しい

子どもが良くないことをしているのを見か

けたときは、積極的にしかって欲しい

子どもを対象とした遊びや活動などの

機会に積極的に関わって欲しい

育児などで困ったことがあった場合に

相談に乗って欲しい

子どもが危険な目に遭いそうなときは

手助けや保護をして欲しい

緊急の用事などのときに

一時的に子どもをみて欲しい

子ども連れで交通機関や施設を利用する

ときに困っていたら手助けをして欲しい

特にない

その他

無回答

就学前児童
n=737人

小学校児童
n=613人
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第３章 前期計画の進捗状況 

１ 施策評価の方法とその状況 

評価手法としては、事業を主体的に実施する担当課が目標の達成度の状況を「事業評

価シート」を用いて検討し、担当課の視点から評価を行いました。 

評価ランクは、「A＝目標達成・目標に向かって改善」「B＝横ばい・継続」「C＝停滞・

事業を未実施」「Ｄ＝事業の終了」「なし＝評価なし」の５分類としました。 

 

２ 全体の進捗状況 

前期計画において実施された事業（88事業）を評価ランク別に整理した結果、Ａ評価

が25事業、Ｂ評価が41事業、Ｃ評価が10事業、Ｄ評価が１事業、評価なしが11事業

となりました。 

Ａ、Ｂ評価の事業は全体の75.0％を占めており、７割以上が概ね計画通りに進捗した

結果となっています。 

一方、Ｃ、Ｄ評価の事業は全体の12.5％で、その約３割を「３ 親と子どもの学び環

境の充実したまち」の事業が占めています。また、該当する施策が行われていない等の

理由により評価がされていない事業も、全体の12.5％となっています。主な評価の理由

としては、前期計画中に実施体制を整備できなかったことや、当初の目標を達成できな

かったこと、市民のニーズを踏まえ、より内容を充実させる必要があることが挙げられ

ます。 

後期計画においては、Ａ、Ｂ評価の事業を継続して実施しつつ、Ｃ評価の事業につい

ても、内容の見直しや実施に向けた再検討を行い、より包括的な計画推進体制を構築し

ていくことが必要です。 

 

評価ランク 
基本施策 

事業
数 Ａ Ｂ Ｃ D なし

１ 共に育てる子育てサービスの充実したまち 19 5 3 2 0 9 

２ 親と子どもが輝く健康づくりのまち 19 3 15 0 0 1 

３ 親と子どもの学び環境の充実したまち 26 9 12 3 1 1 

４ 個性と能力を生かし生活できるまち 9 5 2 2 0 0 

５ 子どもが安全に安心して暮らせるまち 9 0 6 3 0 0 

６ 要支援児へのきめ細かな取り組み 6 3 3 0 0 0 

事業合計 88 25 41 10 1 11 
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３ 基本目標別の進捗状況 

基本目標１ 共に育てる子育てサービスの充実したまち 

基本目標１「共に育てる子育てサービスの充実したまち」は、19事業のうちＡ評価

が５事業、Ｂ評価が３事業、Ｃ評価が２事業、評価なしが９事業で、Ａ、Ｂ評価の事

業が全体の42.1％を占めています。 

基本施策①「保育体制の整備」は、Ａ、Ｂ評価の事業が半数を占めている一方、該

当する施策がないため評価なしになっている事業があります。 

基本施策②「子育て相談体制・情報提供の充実」は、Ｂ評価が１事業のほか、該当

する施策がないため評価なしになっている事業が半数以上を占めています。 

基本施策③「子育て支援のネットワークづくり」は、Ｂ評価が１事業、Ｃ評価が２

事業で、前期計画中に実施体制を整えられなかった事業がＣ評価となっています。ま

た、該当する施策がないため評価なしになっている事業が半数以上を占めています。 

基本施策④「児童虐待防止対策の充実」は、Ａ評価が１事業、評価なしが１事業で、

該当する施策がないため評価なしになっている事業が半数を占めています。 

 
評価ランク 

基本施策 
事業
数 Ａ Ｂ Ｃ D なし

１ 共に育てる子育てサービスの充実したまち       

① 保育体制の整備 6 4 1 0 0 1 

② 子育て相談体制・情報提供の充実 3 0 1 0 0 2 

③ 子育て支援のネットワークづくり 8 0 1 2 0 5 

④ 児童虐待防止対策の充実 2 1 0 0 0 1 

計 19 5 3 2 0 9 

 

基本目標２ 親と子どもが輝く健康づくりのまち 

基本目標２「親と子どもが輝く健康づくりのまち」は、19事業のうちＡ評価が３事

業、Ｂ評価が15事業、評価なしが１事業となっており、Ａ、Ｂ評価の事業が全体の

95.0％を占めています。 

基本施策①「出産や育児不安への相談体制の充実」は、Ａ評価が２事業、Ｂ評価が

６事業、評価なしが１事業で、ほぼ全ての事業が概ね計画通りに進捗している一方、

前期計画中に廃止になった事業もみられます。 

基本施策②「子どもや母親の健康の確保」は、Ｂ評価が４事業、全ての事業が概ね

計画通りに進捗しています。 

基本施策③「食育の推進」は、Ａ評価が１事業、Ｂ評価が２事業で、全ての事業が

概ね計画通りに進捗しています。 

基本施策④「思春期保健対策の推進」は、Ｂ評価が３事業で、全ての事業が概ね計

画通りに進捗しています。 
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評価ランク 

基本施策 
事業
数 Ａ Ｂ Ｃ D なし

２ 親と子どもが輝く健康づくりのまち       

① 出産や育児不安への相談体制の充実 9 2 6 0 0 1 

② 子どもや母親の健康の確保 4 0 4 0 0 0 

③ 食育の推進 3 1 2 0 0 0 

④ 思春期保健対策の推進 3 0 3 0 0 0 

計 19 3 15 0 0 1 

 

基本目標３ 親と子どもの学び環境の充実したまち 

基本目標３「親と子どもの学び環境の充実したまち」は、26事業のうちＡ評価が9

事業、Ｂ評価が12事業、Ｃ評価が３事業、Ｄ評価が１事業、評価なしが１事業となっ

ており、Ａ、Ｂ評価の事業が全体の80.7％を占めています。 

基本施策①「親になるための学習環境の整備」は、Ａ評価が１事業、Ｃ評価が１事

業で、前期計画中に実施できなかった事業がＣ評価となっています。 

基本施策②「子どもの活動の場や機会の確保」は、Ａ評価が２事業、Ｂ評価が２事

業、Ｃ評価が１事業、Ｄ評価が１事業で、前期計画中は未実施だった事業がＣ評価、

今後も実施予定がない事業がＤ評価となっています。 

基本施策③「生きる力の養成と個性を大切にした教育の推進」は、Ａ評価が６事業、

Ｂ評価が５事業で、全ての事業が概ね計画通りに進捗しています。 

基本施策④「地域活動の推進」は、Ｂ評価が４事業、Ｃ評価が１事業、評価なしが

１事業で、後期計画中の実施に向けて準備中の事業がＣ評価となっているほか、未実

施のため評価なしとなっている事業もみられます。 

基本施策⑤「有害環境対策の充実」は、Ｂ評価が１事業となっており、概ね計画通

りに進捗しています。 

 

 
評価ランク 

基本施策 
事業
数 Ａ Ｂ Ｃ D なし

３ 親と子どもの学び環境の充実したまち       

① 親になるための学習環境の整備 2 1 0 1 0 0 

② 子どもの活動の場や機会の確保 6 2 2 1 1 0 

③ 生きる力の養成と個性を大切にした教育の推進 11 6 5 0 0 0 

④ 地域活動の推進 6 0 4 1 0 1 

⑤ 有害環境対策の充実 1 0 1 0 0 0 

計 26 9 12 3 1 1 
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基本目標４ 個性と能力を生かし生活できるまち 

基本目標４の「個性と能力を生かし生活できるまち」は、9事業のうちＡ評価が５

事業、Ｂ評価が２事業、Ｃ評価が２事業となっており、Ａ、Ｂ評価の事業が全体の

77.7％を占めています。 

基本施策①「仕事と子育ての両立の推進」は、Ｂ評価が２事業、Ｃ評価が２事業で、

実施体制の整備や市の取り組みについての啓発が進んでいない事業がＣ評価となって

います。 

基本施策②「育児中の親の再就職支援」は、Ａ評価が１事業で、計画通りに進捗し

ています。 

基本施策③「子育ての経済的支援」は、Ａ評価が４事業で、全ての事業が計画通り

に進捗しています。 

 
評価ランク 

基本施策 
事業
数 Ａ Ｂ Ｃ D なし

４ 個性と能力を生かし生活できるまち       

① 仕事と子育ての両立の推進 4 0 2 2 0 0 

② 育児中の親の再就職支援 1 1 0 0 0 0 

③ 子育ての経済的支援 4 4 0 0 0 0 

計 9 5 2 2 0 0 

 

基本目標５ 子どもが安全に安心して暮らせるまち 

基本目標５の「子どもが安全に安心して暮らせるまち」は、9事業のうちＢ評価が

６事業、Ｃ評価が３事業となっており、Ｂ評価の事業が全体の66.6％を占めています。 

基本施策①「障壁のないまちづくり」は、Ｃ評価が１事業で、事業が十分に進んで

いない状況です。 

基本施策②「安心して子育てできる住環境づくり」は、Ｃ評価が１事業で、事業を

より推進していく必要があります。 

基本施策③「快適な公園環境の整備」は、Ｂ評価が１事業で、概ね計画通りに進捗

しています。 

基本施策④「安全な道路や交通環境の整備」は、Ｂ評価が２事業、Ｃ評価が１事業

で、実施が不十分な事業がＣ評価となっています。 

基本施策⑤「子ども等の安全の確保」は、Ｂ評価が３事業で、全ての事業が概ね計

画通りに進捗しています。 
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評価ランク 

基本施策 
事業
数 Ａ Ｂ Ｃ D なし

５ 子どもが安全に安心して暮らせるまち       

① 障壁のないまちづくり 1 0 0 1 0 0 

② 安心して子育てできる住環境づくり 1 0 0 1 0 0 

③ 快適な公園環境の整備 1 0 1 0 0 0 

④ 安全な道路や交通環境の整備 3 0 2 1 0 0 

⑤ 子ども等の安全の確保 3 0 3 0 0 0 

計 9 0 6 3 0 0 

 

基本目標６ 要支援児へのきめ細かな取り組み 

基本目標６の「要支援児へのきめ細かな取り組み」は、６事業のうちＡ評価が３事

業、Ｂ評価が３事業となっており、全ての事業がＡ、Ｂ評価です。 

基本施策①「成長・発育の支援」は、Ａ評価が２事業、Ｂ評価が３事業で、全ての

事業がほぼ計画通りに進捗しています。 

基本施策②「障害児施策の充実」は、Ａ評価が１事業で、計画通りに進捗していま

す。 

 
評価ランク 

基本施策 
事業
数 Ａ Ｂ Ｃ D なし

６ 要支援児へのきめ細かな取り組み       

① 成長・発育の支援 5 2 3 0 0 0 

② 障害児施策の充実 1 1 0 0 0 0 

計 6 3 3 0 0 0 
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第４章 基本理念と基本的な考え方 

１ 計画の基本理念 

 

 

 

 

 

子ども一人ひとりが健やかに育ち、すべての親たちが子育てに喜びを見出すことがで

きるような社会を築いていくことが求められています。 

急速に少子高齢化が進展する今日、子育ては、次代を担う子どもたちを育むという重

大な課題であり、子育てがもはや家庭の問題だけではなく、家庭での子育てを基本とし

ながらも、地域社会全体で支えていくべきものであることが鮮明となっています。 

つくばみらい市では、子ども一人ひとりが個性や自主性を伸ばし、親たちが地域の人々

とともに安心して子どもを生み育てられる社会を実現するため、「子どもの笑顔が輝き 

豊かな心を育むまち～子育てはみんなの力で～」を基本理念として、子育て支援の施策

を推進します。 

 

【基本理念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「豊かな心・生きが

い活力づくり」 

共に育て、共に育

つ心豊かなまち 

 

安心・安全で子育

てが楽しいまち 

子どもが自立する

活力のあるまち 

子どもの笑顔が輝き 豊かな心を育むまち 

～子育てはみんなの力で～ 
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２ 基本的視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的視点Ⅰ 地域資源を活用した子育て機能再生 

本市においても、核家族化や共働き家庭の一般化、母子・父子家庭などの一人親家庭

の増加など、家族だけでは子育てが難しい家庭が増える一方で、都市化の進行などによ

り、地域コミユニテイの弱体化、安心して遊べる場所が少なくなるなど、地域の子育て

力は低下しています。 

行政各分野、官民、住民相互が効果的に連携することで、地域資源を活用した地域子

育て機能の再生をめざします。 

 

基本的視点Ⅱ 男女がともに子育ての楽しさを享受できる社会づくり 

子育てについては様々な負担を感じていますが、男性より女性の方が負担感が強いと

いう結果になっています。 

子育て負担感を強く感じている女性に対する支援を拡充するとともに、男女共同参画

を推進し、子育てが女性だけの負担とならない社会づくりを進めることが必要です。「男

は仕事、女は家庭、子育ては母親の仕事」という意識を払拭するとともに、夫婦間の子

育て方針の共有や、夫婦がそれぞれの役割分担の中で、共に子育ての楽しさを享受でき、

共に働けるよう支援する環境づくりをめざします。 

 

基本的視点Ⅲ 母子保健・医療の充実 

子どもが輝くには、まず子ども自身が心身ともに健康な状態であることが重要です。

個々の子どもの体の変調を敏感に感じとり、子どもの状態に応じて適切な運動・栄養・

休息がとれる生活を保障していくことが求められます｡子どもの健やかな心身の確保は､

妊娠･出産・育児の各ステージにおけるきめ細やかなサポートと正しい食習慣の定着、豊

かな食生活を通じた豊かな人間性の形成、家族との楽しい食事を通して心身の健全な育

成を図るため、保健分野や教育分野が連携した、発達段階に応じた学習機会や情報提供

の充実をめざします。 
 

本計画は、それぞれの立場から子どもが健やかに育つ、育てる環境整備を考慮して、

以下に示す４つの視点から策定しています。 

 

基本的視点Ⅰ 地域資源を活用した子育て機能再生 

基本的視点Ⅱ 男女がともに子育ての楽しさを享受できる社会づくり 

基本的視点Ⅲ 母子保健・医療の充実 

基本的視点Ⅳ 若い世代の自立支援 
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基本的視点Ⅳ 若い世代の自立支援 

少子化、都市化、情報化等の社会環境の変化や生活スタイル等の価値観の多様化など

社会全体が大きく変化し、大人のみならず子どもを取り巻く生活も大きな変化をもたら

してきました。 

わが国の現状は、次代の社会を担う青少年が自信をもって自己を確立し、大人として

自立することが困難な時代であり、その結果、若年層で結婚への尻込み、子どもをもつ

ことへの消極的な意識が高まっているといわれています｡地域で生活することの喜びを

享受し、子どもを生み育てることの大切さを学びながら成長できる環境づくりをめざし

ます。 

 

３ 基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

本計画では、基本理念と基本的視点に立って、次の６つの基本目標を設定し、施策

を展開していきます。 
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４ 施策の体系 

本計画の基本理念である「子どもの笑顔が輝き 豊かな心を育むまち」の実現のため、

先の施策の基本目標ごとに関連する施策を以下のとおり体系づけ、総合的な取り組みを

進めます。 

 
《基本理念》  《基本的視点》  《基本目標》       《基本施策》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
き 

豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち 

～
子
育
て
は
み
ん
な
の
ち
か
ら
で
～ 

地
域
資
源
を
活
用
し
た

子
育
て
機
能
再
生 

Ⅰ 

男
女
が
と
も
に
子
育
て
の

楽
し
さ
を
享
受
で
き
る
社

会
づ
く
り 

母
子
保
健
・
医
療

の
充
実 

Ⅱ 

Ⅲ 

基本目標 ３ 

親と子どもの学び環

境の充実したまち 

基本目標 ２ 

親と子どもが輝く健

康づくりのまち 

基本目標 １ 

共に育てる子育てサ

ービスの充実したま

ち 

（1）親になるための学習環境の整備 

（2）子どもの活動の場や機会の確保 

（3）生きる力の養成と個性を大切にし 

た教育の推進 

（4）地域活動の推進 

（5）有害環境対策の充実 

（1）保育体制の整備 

（2）子育て相談体制・情報提供の充実 

（3）地域における子育て支援のネット

ワークづくり 

（4）児童虐待防止対策の充実 

（1）出産や育児不安への相談体制の充 

   実 

（2）子どもや母親の健康の確保 

（3）食育の推進 

（4）思春期保健対策の推進 

（1）成長・発育の支援 

（2）障害児施策の充実 

基本目標 ４ 

個性と能力を生かし

生活できるまち 

基本目標 ５ 

子どもが安全に安心

して暮らせるまち 

基本目標 ６ 

要支援児へのきめ細

かな取り組み 

若
い
世
代
の
自
立

支
援 

Ⅳ 

（1）仕事と子育ての両立の推進 

（2）育児中の親の再就職支援 

（3）子育ての経済的支援 

（1）バリアフリーのまちづくり 

（2）安心して子育てできる住環境づく 

   り 

（3）快適な公園環境の整備 

（4）安全な道路や交通環境の整備 

（5）子ども等の安全の確保 
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第５章 施策の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 １ 

共に育てる子育てサ

ービスの充実したま

ち 

（1）保育体制の整備 

（ 2 ） 子 育 て 相 談 体
制・情報提供の充
実 

（3）地域における子
育て支援のネット
ワークづくり 

（4）児童虐待防止対
策の充実 

（1）保育所における保育事業 

（2）地域の実情を踏まえた保育所

等の確保 

（3）保育所の延長保育・一時保育

（4）ミニ・ファミリーサポートセ

ンター事業 

（5）地域子育て支援センターの整

備 

（6）相談機能の充実 

（10）虐待相談事業 

（７）ブックスタート事業 

（８）親子でたのしむ読書活動の推

進 

（９）絵本入門講座 
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基本目標１ 共に育てる子育てサービスの充実したまち 

【現状と課題】 

核家族化や都市化の進展により、世代間で子育てに関する知識を伝えていくことが難

しくなっているとともに、地域の人間関係が希薄化し、子育て家庭が孤立化する傾向が

あるため、家庭での子育てを基本としながらも、社会全体で子育て家庭を支えていくた

めのサービス基盤の整備が必要となります。 

アンケート調査の結果によると、就学前児童の５割近くが保育サービスを利用してお

り、利用しているサービスについては、「認可保育所」や「幼稚園（通常の就園時間）」

が多くなっています。利用を希望する保育サービスについては、「幼稚園の預かり保育」

が就学前児童の３割近くに上り、その他、「病児・病後児保育」や「一時預かり」が２割

を超えています。また、子育て支援サービスの方では、就学前児童の４割近くが「子育

て支援センター事業」の利用を希望しています。 

これらのニーズを考慮しながら、すべての子どもが健やかに育ち、親が安心して生み

育てられる環境づくりのため、多様な保育サービスや子育て支援サービスの充実に努め

ていきます。また、親同士や様々な年代の子育て経験者と自由に交流し、助け合えるよ

うな機会や場を提供するなど、子育て家庭のために、社会全体が積極的に子育てをサポ

ートする温かい地域形成をめざし、地域における子育てサポート体制の充実を図ってい

きます。 

 
 

（１）保育体制の整備 

子育て家庭がゆとりを持って安心して子育てを行うことができるための環境づくり

を進めるため、保育所での保育事業や地域を基盤とした子育て支援サービスをより一

層充実させていきます。 

 
 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■多様化する保育ニーズを把握し、子どもの健やかな成長を第

一に、一層の保育サービスの充実に努めていきます。 

取り組み：住民ニーズへの適切な対応 

目標等 ：対象児童の入所 
 
 1 

保育所におけ
る保育事業 □今後の方向性 

保育ニーズを把握し、保育所定員の変更や、保育園の誘致も
視野に入れ取り組んでいきます。 
平成26年度目標…695人 

 
 

児童福 
祉課 
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事業名 事業内容 担当課 

■今後の児童数の推移やニーズ、地域の実情、時代の要請等必
要に応じて保育所等の整備・充実に努めていきます。 
取り組み：幼保一元化を見据えた保育所等の整備等の検討 
目標等 ：保育ニーズの多様化等に対する幼保一元化の検討 

 

２ 
地域の実情を
踏まえた保育
所等の確保 

□今後の方向性 
平成23年度の開園をめざし、現在幼保一体施設の事業を検討
しています。平成22年度に工事の発注を予定しています。 
当初は各施設を継承し運営することを見込みますが、将来的
に「認定こども園」に転用可能な設置基準もクリアする設計
も検討しています。 

 

児童福 
祉課 
学校教 
育課 

■延長保育については市民の要望も多く、延長保育の受入れ拡
大に努めていきます。 
また、保護者の方が「働いている」「働いていない」にかかわ
らず、子育てをしている人がリフレッシュのために一時的に
預けることのできる保育所の預かり保育サービスを充実して
いきます。 
取り組み：保育所の延長保育の拡充 
目標等 ：住民ニーズへの対応 

 

3 
保育所の延長
保育・一時保育 

□今後の方向性 
平成23年度に開園する幼保一体施設において、一時保育を実
施し住民のニーズに対応していきます。 

 

児童福 
祉課 
 

■「育児の援助を受けたい人」「育児の援助を行いたい人」を会
員とする、地域でのボランティア組織の育成・充実に努めて
いきます。 
取り組み：ミニ・ファミリーサポートセンターの開設 
目標等 ：組織化の検討 
 ４ 

ミニ・ファミリ
ーサポートセ
ンター事業 □今後の方向性 

 利用・協力会員の増大、事業内容の啓蒙に努めていきます。
また、少子化時代には必要な事業な為、需要への対応や質の
向上を図っていきます。 

 

社会福 
祉協議 
会 

■在宅乳幼児とその保護者を対象に、ふれあい遊びや保育所
児・幼稚園児との交流、育児相談などが気軽にできる子育て
支援センターの整備について検討していきます。 
取り組み：地域子育て支援センターの整備の検討 
目標等 ：計画年度中の整備に向けた検討 
 ５ 

地域子育て支
援センターの
整備 □今後の方向性 

現在の谷和原幼稚園と谷和原第２保育所を平成２３年度に谷
原西部土地改良区区域内に開園予定で進めています。その施
設内に、子育て支援センターの整備を検討しています。 

 

児童福 
祉課 
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（２）子育て相談体制・情報提供の充実 

子育て中の親の地域からの孤立や不安を解消するため、相談体制・情報提供体制の

整備に努めていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■身近な場所で集い、悩みを分かち合ったりできるような環
境づくりと同時に、子育てをする中で生じる様々な問題等
に対して適切な対応をとることができるよう、専門的なス
タッフの養成と相談機会の拡充に努めていきます。 
取り組み：保健センター等での子育て相談の実施 
目標等 ：相談機会の拡充 
 ６ 相談機能の充実 

□今後の方向性 
子育て中は些細なことでも不安や悩みが多くなるので、安
心して育児ができるように、気軽に相談できる場として保
健センターを利用してもらえるように今後もさまざまな事
業の中で働きかけをしていきます。 
 

健康増 
進課 

 

 

 

（３）地域における子育て支援のネットワークづくり 

子育て家庭に対して、きめ細かな子育て支援サービス・保育サービスを効果的・効

率的に提供するとともに、サービスの質の向上を図る観点から、地域における子育て

支援ネットワークの形成を促進していきます。 

 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■ゆとりを持って健やかに子育てができるよう、絵本を通し
て赤ちゃんと楽しい時間を持ってもらうための「ブックス
タート事業」の導入に向けて検討していきます。 
取り組み：新生児健診時に、乳幼児向けお薦め絵本を紹介

し、読み聞かせを実施して配布 
目標等：幼い頃からの読書のきっかけづくり 
 ７ 

ブックスタート
事業 

□今後の方向性 
ブックスタートとは違う形で、赤ちゃんや赤ちゃんを持つ
親御さんたちに読書のきっかけ作りがしてもらえるよう、
乳幼児むけのお薦め絵本を紹介していきます。 

 
 

図書館 
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事業名 事業内容 担当課 

■子どもの頃の読書体験は、子どもの心を豊かに育み想像力
を培う大切なものです。特に、親子で楽しむ読み聞かせの
時間は、最高のコミュニケーションタイムであり、子ども
の読書へのきっかけづくりとなっています。 
本市では、図書館司書が、絵本の読み聞かせやストーリー
テリング、お薦め本を紹介するブックトークや読書相談な
どを実施していますいまた、ボランティアの読み聞かせグ
ループによる、小学校への読み聞かせ訪問活動も行われて
います。今後も、子どもの頃から本に親しめる環境づくり
に向け活動を充実していきます。 
取り組み：図書館や小学校での、読み聞かせや読書相談の

実施 
目標等 ：ボランティアの育成や親子読書の推進 
 

８ 
親子でたのしむ
読書活動の推進 

□今後の方向性 
ボランティアの育成をして読み聞かせの回数を増やした
り、もっと多くの人に参加してもらえるよう効果的なＰＲ
をしていき、親子で読書を楽しむ機会が増えるような環境
づくりをしていきます。 
 

図書館 

■絵本の楽しみ方、読み方及び選び方を、幼児を持つ保護者
を対象に実施していきます。 
取り組み：子どもの頃から絵本に親しむ環境づくり 
目標等 ：専門家による内容の充実 
 

９ 絵本入門講座 
□今後の方向性 
 平成２２年度からは、専門家をお呼びして年1回程度の講

座を開催し、幼児を持つ保護者が絵本の楽しみ方、読み方、
選び方などを学べる機会を設けていきます。 

 

図書館 
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（４）児童虐待防止対策の充実 

児童虐待問題に適切に対応できるよう、関係諸機関との連携を図るとともに、虐待

の未然防止や再発防止に努めていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■家庭や学校、専門家と連携を図りながら子どもの権利を尊
重し、安心して子どもが育っていけるよう、虐待について
の相談、通報等、虐待防止相談体制の充実に努めていきま
す。 
取り組み：虐待についての相談・通報等 
目標等 ：虐待防止・相談機会の充実 
 10 虐待相談事業 

□今後の方向性 
今ある連携（つながり）を広げ、関係機関すべてに広げて
いきます。 
会議の開催やその後の交流等により、関係者が顔見知りに
なり、「本音」の連携を可能にしていきます。 
 

児童福 
祉課 
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基本目標 ２ 

親と子どもが輝く健

康づくりのまち 

（1）出産や育児不安
への相談体制の充
実 

（2）子どもや母親の
健康の確保 

 
（3）食育の推進 

（4）思春期保健対策
の推進 

（11）母子健康手帳の交付 

（12）妊婦・乳児医療機関委託健診

（13）パパママ教室 

（14）プレママ教室 

（15）ひよこ広場 

（16）新生児訪問・乳児家庭全戸訪

問事業 

（17）離乳食教室 

（18）発達相談 

（19）フォロー教室 

（20）乳幼児健康診査 

（21）予防接種 

（22）歯科健康診査 

（23）地域医療関係機関との連携の

充実 

（24）親子料理教室 

（25）食生活改善推進員の養成・育

   成 

（26）学校給食等 

（27）思春期家庭教室 

（28）わくわく赤ちゃんふれあい教

   室 

（29）薬物乱用防止・喫煙防止啓発

活動 
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基本目標２ 親と子どもが輝く健康づくりのまち 

【現状と課題】 

子どもが健やかに生まれ、育成されるためには、子どもと親が心身ともに健康である

ことが望まれます。そのためには、安心して妊娠・出産できる環境を確保するとともに、

母親の育児に関する不安や悩みを軽減し、伸び伸びと安心して子育てを楽しめるよう各

種保健事業や相談事業の推進を行う必要があります。 

アンケート調査の結果によると、「離乳食教室」や「パパママ教室・プレママ教室」の

認知度が高くなっています。また、就学前児童の４割近くが「保健センターの情報・相

談サービス」の利用を希望しています。 

これらのことを踏まえ、子どもが心身ともに元気に成長できるよう、幼児期・学童期・

思春期のライフステージに応じて、保健、医療、福祉、教育などの各分野が連携し、総

合的に取り組んでいく体制をつくっていきます。また、食を通じた豊かな人間性や家族

の絆の形成、心身の健全育成のために「食育」の普及も推進していきます。 

 

 

 

（１）出産や育児不安への相談体制の充実 

健康診査や妊娠・出産・育児に関する相談・指導を充実し、疾病予防と健康の増進

のため、関係機関と連携を図りながら、さまざまな母子保健事業を実施していきます。 

 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■母子保健法に基づき、妊娠の届出をした者には母子健康手
帳を交付し、妊産婦の健康管理と子どもの健やかな成長・
発達のために健診又は保健指導についての記録を残し、保
護者が子どもの健康・発育に充実感を持って子育てができ
るように、妊娠中から育児中においてきめ細かな援助・指
導を行えるよう努めていきます。 
取り組み：交付時に父親の参加を呼びかけ、育児に関する
相談事業を実施 
目標等 ：対象者への的確な交付 
 
 

11 
母子健康手帳の
交付 

□今後の方向性 
 母子健康手帳交付時に妊婦の心身の健康状態の把握を確実

に行い今後の支援につなげていきます。 
 
 

健康増 
進課 
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事業名 事業内容 担当課 

■妊婦・乳児に妊婦・乳児健康診査受診票を交付し、契約医
療機関において、健康診査を実施し、異常の早期発見、早
期治療を行っていきます。 

 妊娠８、１２、１６、２０、２４、２６、２８、３０、３
２、３４、３６、３７、３８、３９週前後の妊婦、生後３
～６ヶ月、生後９～11ヶ月の乳児に実施していきます。 
取り組み：異常・疾病の早期発見 
目標等 ：受診率の向上 

12 
妊婦・乳児医療機
関委託健診 

□今後の方向性 
安全な出産のために妊婦及び胎児の健康管理は重要である
ため、住民の経済的負担の軽減を図り、受診率の向上をめ
ざしていきます。 
 

健康増 
進課 

■子育てについて夫婦で考えるきっかけ作りの場を提供し、
父性を養うお手伝いをしていきます。また、友達作りのき
っかけの場となるように努めていきます。 
取り組み：夫婦で子育てについて考える機会の充実 
目標等 ：父親の参加促進 
 13 パパママ教室 

□今後の方向性 
出産準備として妊娠中から夫婦で子育てについて考える機
会を提供し、父親の参加促進をしていくことで、出産後も
父親の子育てへの参加を促していきます。 

 

健康増 
進課 

■妊娠中の不安・悩みを軽減、解消するために適切な知識を
習得してもらうように努めていきます。また、妊婦同士の
交流を深め、友達作りのきっかけの場を提供していきます。 
取り組み：不安や悩みの解消機会の充実 
目標等 ：参加者の増加 

 
14 プレママ教室 

□今後の方向性 
 母子手帳交付時に妊婦へ周知し、妊娠・出産に必要な知識

の習得や母子の健康管理の向上につながるよう、参加促進
に努めていきます。 

 
 

健康増 
進課 

■１～12ヶ月までの赤ちゃんとその保育者に、仲間づくりや
情報交換の場、育児相談や離乳食相談などの育児に関する
不安が解消できるよう実施しており、今後も内容の充実に
努めていきます。 
取り組み：乳児とその保育者の仲間づくり 
目標等 ：仲間づくり、情報交換の機会の充実 
 
 

15 ひよこ広場 □今後の方向性 
乳幼児期は成長発達が著しく、保護者の不安や心配も多い
ため、核家族化が進む中、乳児家庭の孤立化を防ぐために
も育児の仲間づくりや相談相手を作る場の提供に努めてい 
きます。 

 
 

健康増 
進課 
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事業名 事業内容 担当課 

■生後４ヶ月頃までの新生児・乳児を対象に、助産師、保健
師が訪問し、異常の早期発見や新生児の発育、栄養、生活
環境、疾病予防など育児上必要な助言を行っていきます。
また、様々な不安や悩みを聞くことで育児不安を軽減し、
自信を持って育児を行えるようにしていきます。 
取り組み：助産師、保健師による訪問 
目標等 ：異常の早期発見、育児不安の軽減 
 

16 
新生児訪問・乳児
家庭全戸訪問事
業 

□今後の方向性 
乳児期の対象全員にアプローチし、乳児のいる家庭と地域
社会をつなげる機会を作っていきます。また、支援が必要
な家庭に対しては継続的な支援を行っていきます。 
 

健康増 
進課 

■保育者に対し離乳食の作り方や食べさせ方など講話や試食
を通じて指導し、離乳食に関する不安が解消できるよう努
めていきます。 
取り組み：離乳食等の食事指導の充実 
目標等 ：健やかな子どもの発育、保育者の基本的な食習

慣の啓発 
 

17 離乳食教室 

□今後の方向性 
今後は、３～４か月児健診のフォロー事業として、積極的
に受講を促していきます。 
 

健康増 
進課 

■精神発達面の遅れのある子どもを早期に発見して適切な指
導をしていくことで、子どもの発育を促し、保育者の育児
を支援していきます。 
取り組み：医療関係機関等との連携 
目標等 ：幼児の発達支援 

 18 発達相談 

□今後の方向性 
児に応じた適切な指導を行うことで発達に応じた発育を促
していきます。療育が必要となるケースについては、今後
開始される療育事業との連携を図っていきます。 

 

健康増 
進課 

■精神発達面の遅れや親子関係に問題のある子どもを早期に
発見し、集団での遊びを通して子どもの発達を促すととも
に、親子関係をよりよいものにしていけるよう支援してい
きます。 
取り組み：遊びを通して幼児の発達促進や親子関係の改善

を図る 
目標等 ：集団での遊びを通して子どもの発達を促す 
 19 フォロー教室 

□今後の方向性 
各課の担当者と情報交換をしながら療育的アプローチの必
要なケースを療育につなげていきます。 
乳幼児健診時などにキッズランドをご案内する際に、教室
の目的や趣旨を十分に説明し参加目的を明確にしていきま
す。 
 

健康増 
進課 
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（２）子どもや母親の健康の確保 

各時期における健診の受診の勧奨に努めるとともに、地域の医療機関との連携を図

り、母子の健康の増進を支援していきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■年齢に応じた心身の発育発達を獲得し、基本的な生活習慣
を身につけていくため、また異常の早期発見・早期対応を
行い、適切に支援していくために健康診査受診率の向上に
努めていきます。 
（３～４ヶ月児健診・１歳６ヶ月児健診・２歳児歯科健診・
３歳児健診） 
取り組み：受診率のアップに努める 
目標等 ：異常の早期発見 
 

20 乳幼児健康診査 

□今後の方向性 
 障害や疾病の早期発見だけではなく、育児不安や負担のあ

る保護者に対して適切な相談を受けられる機会として健診
を実施していきます。また、未受診者の状況把握と受診勧
奨を積極的に行っていきます。 

 

健康増 
進課 

■個人の疾病予防や、地域における感染症予防に向け、予防
接種に関する知識の普及と予防接種の接種率の向上に努め
ていきます。 
取り組み：予防接種の終了率のアップに努める 
目標等 ：接種率の向上 
 

21 予防接種 
□今後の方向性 
 対象者が感染症や予防接種に関する正しい知識を持ち、自

ら接種できるよう広報等を充実させていきます。また、皆
が予防接種法で定められた期間内に接種できるよう、未接
種者に対し積極的に勧奨を行っていきます。 

 

健康増 
進課 

■１歳６ヶ月児歯科健診、２歳児歯科健診、３歳児歯科健診
を実施していきます。 
取り組み：歯科健康診査受診率のアップに努める 
目標等 ：う歯（虫歯）率の低下 
 

22 歯科健康診査 
□今後の方向性 
 年齢が高くなるにつれてう歯率は増加しているので、健診

を通して保育者にう歯予防の重要性について周知し、保育
者の意識の向上を図っていきます。 

 

健康増 
進課 

23 
地域医療関係機
関との連携の充
実 

■親や子どもの健康の確保・増進に向けて地域医療機関との
連携を充実していきます。また、乳幼児は診断や治療とと
もに、発育発達・育児・予防接種を含めた幅広い関わりが
必要なので、かかりつけの小児科医を持つことを奨励して
いきます。 
取り組み：地域医療関係機関との連携強化に努める 
目標等 ：かかりつけ医の奨励 
 

健康増 
進課 
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事業名 事業内容 担当課 

□今後の方向性 
 かかりつけ医を持つことの必要性については、各健診時に

保育者に周知していきます。 
 

 

（３）食育の推進 

母親と乳幼児の健康の確保を図る必要があることから、適切な食生活の重要性など

食育に関する学習や情報提供について事業の内容を強化していきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■親と子が共に調理し、食事の大切さを知り、望ましい食習
慣を早期から身につけることを親子に知ってもらえるよう
に、親子クッキング教室の充実に努めていきます。 
取り組み：親子で料理することにより、食の楽しみ、基本

的な食習慣を育てる 
目標等 ：家庭での基本的な食習慣の向上 
 

24 親子料理教室 

□今後の方向性 
子育て支援、健康づくりの面からも親子の食育は重要なの
で、平成２２年度策定予定のつくばみらい市食育推進計画
（仮称）の中で方向性を検討していきます。 
 

健康増 
進課 

■食生活改善推進員は、地域の食育、食習慣改善の実践者で
あり、食生活に関する知識の普及と啓発に向け、推進員の
育成に努めていきます。 
取り組み：研修会・実習の実施 
目標等 ：食育推進ボランティアとしての自主的活動 
 25 

食生活改善推進
員の養成・育成 

□今後の方向性 
 高まるニーズに対応し、円滑な活動を継続していくために

は、60名程度の会員数が必要であるため、養成講座を実施
し、会員増員を図っていきます。 

 

健康増 
進課 

■子どもたちが、学校給食を通じて生涯にわたっての自己管
理能力や基本的な生活習慣が育まれるよう幼稚園や学校と
の連携を図りながら、食育の推進に努めていきます。 
取り組み：給食時における指導の充実 
目標等 ：給食を通じて食の大切さや基本的な食生活習慣

を育てる 
 

26 学校給食等 

□今後の方向性 
食に関する指導の年間指導計画に基づき、献立や食に関す
る指導の充実に努めていきます。 
 

給食セ 
ンター 
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（４）思春期保健対策の推進 

食習慣・こころの健康・喫煙・飲酒・薬物・性に関すること等、児童生徒に必要な

様々なテーマで、思春期に関する健康教育を実施していきます。 
 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■学校公開日等を活用し、思春期の子どもを持つ親のための
講座の実施を検討していきます。 
思春期の親子の希望者を対象に性や生命の大切さについて
知り、かけがえのない自分を見つける機会の提供の場とし
ていきます。 
取り組み：親子で参加できるよう、中学校入学説明会や授

業参観終了時等に開催する 
目標等 ：生涯学習課との連携による実施 
 

27 思春期家庭教室 

□今後の方向性 
 携帯電話の使い方、マナーについての学習機会の提供が必

要なため、思春期家族教室については、小学校高学年にお
いても実施を検討していきます。 

 

学校教 
育課 

■中学生に赤ちゃんとのふれあい体験、保育者からの子育て
体験話、妊婦疑似体験を通して、生命の尊さを感じてもら
い、母性・父性を育成し、次世代の親作りを図っていきま
す。 
取り組み：中学生と赤ちゃんの触れ合う機会をつくる 
目標等 ：生命の尊さを理解してもらう 
 

28 
わくわく赤ちゃ
んふれあい教室 

□今後の方向性 
 思春期保健の一環として、中学校と連携し、次世代の親作

りを支援していきます。 
 

健康増 
進課 

■ポスター等の掲示やＰＲ活動により青少年の非行に対する
共通の理解と認識を深めていきます。 
取り組み：関係機関と連携し、啓発活動を実施する 
目標等 ：各種の啓発活動により、青少年の薬物乱用や喫

煙の防止を図る 
 29 

薬物乱用防止・喫
煙防止啓発活動 

□今後の方向性 
今後は、中高生を中心とする青少年向けや保護者等の一般
市民向けの講演会などによる啓発活動を実施することを検
討していきます。 
 

生涯学 
習課 
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基本目標 ３ 

親と子どもの学び環

境の充実したまち 

（1）親になるための
学習環境の整備 

（2）子どもの活動の
場や機会の確保 

（3）生きる力の養成
と個性を大切にし
た教育の推進 

（36）確かな学力の向上 

（37）開かれた学校づくり 

（38）体験活動事業 

（39）親子教室 

（40）環境教育 

（41）不登校・引きこもり児童・生

徒への対応 

（5）有害環境対策の
充実 

（30）子育て講座 

（31）児童館の整備 

（32）子ども会活動支援 

（33）児童健全育成事業（放課後児

童クラブ） 

（34）保育所開放 

（35）放課後子ども教室推進事業 

（45）有害環境排除運動 

 
（4）地域活動の推進 

（42）小中高生の乳幼児とのふれあ

い事業 

（43）高齢者とのふれあい事業 

（44）地域スポーツ活動の推進 
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基本目標３ 親と子どもの学び環境の充実したまち 

【現状と課題】 

子育ての基本は家庭にあり、子どもたちが自立心に富み、自らの行動に責任をもって

社会生活を送るためには、家庭が果たす役割は重要です。 

しかし、子育て家庭を取り巻く環境は、核家族化、近所付き合いの希薄化が進むなか

で、具体的な育児方法の伝達や子育ての悩みが共有されにくい状況にあり、また、自立

心や道徳規範の獲得といった精神的な成熟がないまま、親になるケースもあるなど、家

庭における教育力の低下が懸念されています。 

一方、子どもたちは学校を離れても、遊びという現場のなかで多くのことを体験し、

成長していくものですが、最近では子どもの減少や生活様式の変化などから、多くの人

と交流し、経験を積み重ねる機会が比較的少なくなっています。 

アンケート調査の結果をみると、子育てをする上で地域全体に望むことでは「子ども

が危険な目に遭いそうなときは手助けや保護をしてほしい」が就学前児童、小学校児童

ともに７割を超え、「子どもが良くないことをしているのを見かけたときは、積極的にし

かって欲しい」が就学前児童で５割、小学校児童で６割を超えています。 

これらのことから、家庭における教育力を高めるとともに、周囲のつながりや協力を

得ながら子どもの成長を支援する地域の教育力のさらなる向上が求められているといえ

ます。 

その実現のため、子育ての基本は家庭にあることを十分踏まえ、子どもの発達段階に

応じた家庭教育に関する学習会や情報提供を行い、加えて、地域社会が関わりを持ちな

がら子どもを育てる取り組みを進めていきます。 

 

（１） 親になるための学習環境の整備 

子育て中の親を対象とした講座等を開催し、子育てに関する知識の普及に努めてい

きます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■乳幼児を持つ父母を対象に、心豊かに子育てができるよう、
学識経験者や有識者を招き子育てに関する講座をしていき
ます。 
取り組み：生涯学習としての講座開催 
目標等 ：年間数回 
 

30 子育て講座 

□今後の方向性 
今後は、参加する保育者を母親だけでなく父親・祖父母と
広げていくために、開催日時等を検討していきます。 
 

生涯学 
習課 
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（２）子どもの活動の場や機会の確保 

子どもの「居場所づくり」を含めた子どもの遊び場についての検討を進め、子ども

たちが学習や遊びなどの活動をしやすい環境を整備していきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■児童館は子ども同士の交流の場であり、また、乳幼児と子
育て中の親同士の交流の場でもあるため、小中学生、高校
生など利用できる児童館の整備について検討していきま
す。 
取り組み：子どもの活動の場の充実に努める 
目標等 ：児童館の整備を検討 
 

31 児童館の整備 

□今後の方向性 
 健全な子どもの育成のため、児童館の整備について検討し

ていきます。 
 

児童福 
祉課 

■各地域で結成されている子ども会が子どもたちを中心とし
て自主的に活動し、仲間づくりや異年齢交流の場となるよ
う支援していきます。また、市内の子どもたちが一同に会
して交流できるような機会の創出に努めていきます。 
取り組み：子どもの自主活動への支援 
目標等 ：市内の子どもが一同に会する機会の創出 
 

32 
子ども会活動支
援 

□今後の方向性 
 例年同様、事業を継続しながら、子ども会の自立の支援を

行っていきます。 
 

社会福 
祉協議 
会 

■小学校低学年児童の保護者が、仕事等で放課後保育できな
い場合に預かる学童クラブについては、利用希望者の要望
に対応するとともに、子どもたちの自主性を育てる環境づ
くりに努めていきます。 
取り組み：子どもの居場所の確保とあわせ、内容の充実に

努める 
目標等 ：場の充実 
 

33 
児童健全育成事
業（放課後児童ク
ラブ） 

□今後の方向性 
 サービスを受けられない地域の学校にアンケート調査を行

い、検討していきます。 
 

児童福 
祉課 

■地域と連携し安全で安心できる開放のあり方を模索し、保
育所の開放を推進していきます。 
取り組み：安全・安心の場としての開放に向けての検討と

開放事業の充実 
目標等 ：開放施設の拡充 
 

34 保育所開放 

□今後の方向性 
 引き続き園庭開放等を実施し、育児不安の解消や、地域の

交流に努めていきます。 
 

児童福 
祉課 
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事業名 事業内容 担当課 

■小学校をはじめとした公共施設等を活用し、子どもの放課
後の居場所づくりに向けて地域・学校・行政が一体となっ
て取り組みを実施していきます。 
取り組み：放課後の子どもの居場所作り及び地域住民の参 
     加 
目標等 ：市内全学校で実施 
 

35 
放課後子ども教
室推進事業 

□今後の方向性 
 平成21年度から3年間で市内全小学校及び伊奈養護学校

を対象に、「放課後子ども教室」推進事業を実施していきま
す。 

 

生涯学 
習課 

 

（３）生きる力の養成と個性を大切にした教育の推進 

変化の激しい社会において自立的に生きるために必要とされる「生きる力」を育む

教育の充実を図っていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■基礎基本を身に付け、自ら学び、自ら考える力を育むために、
個に応じた分かりやすい授業の充実に努めます。また、教職
員の資質の向上を図り、指導力向上のための研修を行ってい
きます。 
取り組み：ＴＴ指導、少人数指導の充実 
目標等 ：子どもの学習意欲の向上と授業内容の改善・充実 
 

36 
確かな学力の
向上 

□今後の方向性 
子どもが自ら学べるような学習指導の充実と、家庭との連携
によるさらなる学習習慣の確立に努めていきます。 
 

学校教 
育課 

■保育所・幼稚園・学校と地域社会の連携の強化に努め、特殊
な技能を持った地域の人材の登用など学びの場の充実に努め
ていきます。また、学校の地域開放を進め、国の「地域こど
も教室」推進事業等への取り組みを検討しています。 
取り組み：地域人材の登用に向けた検討 
目標等 ：随時 
 

37 
開かれた学校
づくり □今後の方向性 

 市全体としての人材バンクの整備や小中学校が連携した地域
人材の活用に取り組んでいきます。 

 幼稚園における必要性をはっきりさせ、広く人材を発掘、登
用し、市の人材バンク（人材マップ）を取りまとめ作成し、
積極的に推進していきます。 

 

学校教 
育課 

38 体験活動事業 

■幼稚園・保育所の年長児の農業体験や、小中学生の職場体験、
宿泊体験等の社会学習機会の充実に努めていきます。 
取り組み：保育所・小中学校で職場体験事業の推進 
目標等 ：随時 

学校教 
育課 
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事業名 事業内容 担当課 

 

□今後の方向性 
 地域の産業や生産物について体験学習を進めるとともに、事

業所の開拓について学校教育課その他の課で支援していきま
す。 

 また、作付け時の準備への父親の参加を促進していきます。 
 

■親子で共に参加し、共に学びながら子どもたちの健やかな成
長と、子どもたちの自主性と自立力の養成に向けた「わくわ
く体験講座」などを開催していきます。 
取り組み：「わくわく体験講座」の拡充  
目標等 ：参加しやすい講座の開催 
 39 親子教室 

□今後の方向性 
 講座参加を希望する親（保護者）子を一人でも多く受け入れ

られるよう環境を整えるとともに、いろいろな体験ができる
施設及び団体を見つけていきます。 

 

生涯学 
習課 

■子どもたちの環境問題への意識啓発と体験学習として、自然
環境を観察し環境問題を理解してもらう環境教育の充実と機
会の拡充に努めていきます。 
取り組み：地域の自然環境の理解に向けた環境教育機会の拡

充 
目標等 ：年間１回 
 40 環境教育 

□今後の方向性 
日本環境協会が実施する、さまざまなプログラムを学校を通
じて、案内をしていきます。 
また、身近な自然環境など興味を引くようなＰＲ・啓発の方
法により環境問題に対する関心を高めていきます。 
 

生活環 
境課 

■非行やいじめ、不登校などの解消や予防のために、児童生徒
本人・保護者を対象に適切な指導や相談活動などを充実させ
るとともに、地域での見守り活動の推進に努めていきます。 
取り組み：非行やいじめ、不登校などの解消 
目標等 ：指導、相談機会の充実 
 

41 
不登校・引きこ
もり児童・生徒
への対応 

□今後の方向性 
 引き続き、不登校児童について、相談や家庭訪問を実施し、

見守り活動を実施していきます。 
 スクールカウンセラーを活用し、市内教職員に対する教育相

談等の研修の講師とし、教職員の資質向上を図っていきます。 
 

児童福 
祉課 
学校教 
育課 
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（４）地域活動の推進 

地域の教育力の向上を図るため、学校と地域の交流拡大や地域でのスポーツ活動等

の推進に努めていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■赤ちゃんを抱いたり、幼い子どもの面倒をみる機会を持て
る子どもが少なくなっているので、子育てボランティア、
保育所、幼稚園、学校の連携により乳幼児とふれあえる機
会と、自分より小さな子どもの世話をする機会を充実して
いきます。 
取り組み：保育所・幼稚園と学校との連携により小中学生

の体験学習機会の拡充 
目標等 ：交流機会の拡充 
 

42 
小中高生の乳幼
児とのふれあい
事業 

□今後の方向性 
 保育所では、引き続き職場体験を実施していきます。 
 市内全中学校での実施を呼びかけるとともに、学校行事へ

の招待など多様な交流活動を設けていきます。 
 小中学校と連携のための話し合いを持ち、年間計画として

位置づけ推進していきます。 
 

児童福 
祉課 
学校教 
育課 

■定期的な地域または福祉施設等での高齢者との交流機会の
創出や高年クラブとの交流など、様々な機会を活用して高
齢者とのふれあいを推進していきます。 
取り組み：高齢者と保育所・幼稚園児や小・中学生との交

流定期的な交流 
目標等 ：交流機会の拡充 
 

43 
高齢者とのふれ
あい事業 

□今後の方向性 
夏季休業など長期休業等を利用し、福祉施設でのボランテ
ィア体験を呼びかけていきます。 
 

学校教 
育課 

■スポーツ少年団活動などの支援を強化し、スポーツを通じ
て健康な体を養い、仲間づくりや自分の持つ能力の発揮な
どができるように努めていきます。また、市民がそれぞれ
の体力や年齢、興味、目的に応じた地域スポーツ活動がで
きるよう指導者の育成等に努めるとともに、複数のスポー
ツ活動が行われ、多世代が一緒に活動できる地域スポーツ
クラブ等の育成をめざしていきます。 
取り組み：多世代が参加できるスポーツ機会の拡充 
目標等 ：リーダー養成や地域密着型のスポーツクラブの

育成 
 

44 
地域スポーツ活
動の推進 

□今後の方向性 
 市民のスポーツに対する意識調査等を行い、茨城県体育協

会や体育指導委員会、その他各スポーツ関係者の協力を得
ながら設立に向け取り組んでいきます。 

 

生涯学 
習課 
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（５）有害環境対策の充実 

有害図書、タバコ、アルコールなど、子どもの成長の妨げとなるものへの対策を充

実させていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■有害図書については、青少年に有害な環境を排除するため、
販売店への協力要請など地域の協力を得ながら排除活動を
推進していきます。 
また、タバコやアルコールなどについても、販売店への協
力依頼など地域の協力を得ながら取り組みを強化していき
ます。 
取り組み：有害環境排除に向け地域の協力体制の構築 
目標等 ：協力体制の構築 
 

45 
有害環境排除運 
動 

□今後の方向性 
今後も青少年に有害な環境が排除できるように、関係店舗
等の立入調査や「青少年の健全育成に協力する店」の登録
活動を継続して実施していきます。また、社会環境整備活
動として、青少年に有害な広告物等の除去や小中学校周辺
のゴミ拾いなども今後も継続して実施していきます。 
 

生涯学 
習課 
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基本目標 ４ 

個性と能力を生かし

生活できるまち 

（1）仕事と子育ての
両立の推進 

（2）育児中の親の再
就職支援 

（46）ひとり親家庭への総合相談 

（47）多様な就業形態について啓発

と雇用環境の向上 

（48）育児休暇制度等の周知と取得

促進 

（49）男女共同参画社会の推進 

（50）就労のための資格取得支援 

（3）子育ての経済的
支援 

（51）児童手当 

（52）児童扶養手当 

（53）つくばみらい市父子及び母

子家庭等福祉金 

（54）特別児童扶養手当 
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基本目標４ 個性と能力を生かし生活できるまち 

【現状と課題】 

育児休業法の施行など、仕事と子育ての両立における制度は徐々に整備されてきてお

りますが、依然として、男性の育児休業の取得がほとんど見受けられないなど、制度の

実現面などに課題があります。また、男女ともに、長時間労働等の影響により、仕事と

子育ての両立に悩む親も多く、より一層、仕事と生活の調和が図られる職場環境が求め

られています。また、経済的な負担の増大に困窮している家庭が増えていることも、仕

事と子育ての両立を阻む原因となっています。 

アンケート調査の結果では、母親の就労率をみると「常勤者（フルタイム）」「パート・

アルバイト」を含めて就学前児童が４割、小学校児童が６割を超えています。また、未

就労の母親の９割近くが今後の就労意向をもっており、子育て中の母親が就労しやすい

環境を整備することが必要です。育児に関する悩みでは、「経済的な不安・負担」が就学

前児童、小学校児童ともに４割を超え、理想より予定の子どもの数が少ない理由でも「経

済的に余裕がない」が就学前児童で６割、小学校児童で４割を超えています。 

これらのことを踏まえ、仕事をしながら子育てができる環境づくりのために、多様な

働き方や仕事と生活の調和に対する企業の自主的な取り組みへの支援を推進していきま

す。また、子育てによる経済的な負担の増大に対する支援も充実させていきます。 

 

（１）仕事と子育ての両立の推進 

男女が共に豊かで潤いのある生活ができるように、雇用環境の改善・整備に関する

支援施策について周知するとともに、仕事と育児が両立できる労働環境の改善に努め

ていきます。 

 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■ひとり親家庭の自立と生活の安定のため、関連機関との連
携の下、子育ての相談や、必要な技術を身につけるための
相談や雇用情報等の提供を充実していきます。 
取り組み：雇用情報の提供や相談事業の充実 
目標等 ：窓口において随時相談 
 

46 
ひとり親家庭へ
の総合相談 

□今後の方向性 
 求人情報案内をホームページ上や産業政策課内で、毎週更

新して紹介していますが、今後は、今以上に，ハローワー
クやその他の関係機関と連携を図りながら、求人情報の周
知を強化していきます。 

 
 

産業政 
策課 
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事業名 事業内容 担当課 

■企業に対して、育児休業の問題、労働条件に関する事項等
の周知を図っていきます。また、妊娠・出産期の配慮や短
時間勤務などの子育てに優しい多様な就業形態の導入など
についての啓発や環境整備に努めていきます。 
取り組み：事業所に対して、育児休業問題、労働条件に関

する事項等の周知 
目標等 ：随時 

 
47 

多様な就業形態 
について啓発と 
雇用環境の向上 

□今後の方向性 
国や県と連携して景気対策を実施し、景気の回復に努め、
企業に対しては、育児休業や労働条件の問題を周知し、子
育てを支援する多様な就業形態の啓発に努めていきます。 
 

産業政 
策課 

■関連機関と連携して、育児休暇制度等と取得促進に努めて
いきます。 
また、事業主次世代育成支援行動計画策定に向けた啓発と
広報事業を実施していきます。 
取り組み：育児休業制度の周知と取得推進 
目標等 ：事業主次世代育成支援行動計画策定に向けた啓

発と広報の実施 
 

48 
育児休暇制度等 
の周知と取得促 
進 

□今後の方向性 
育児休業の取得は、労働者の権利として当然ですので、広
報紙、ホームページ等を利用した啓発と男女共同参画社会
の推進の中で十分な周知を図っていきます。 
 

産業政 
策課 

■仕事・家庭・地域など様々な分野において男女がその人の
個性と能力を発揮し、共に活動できる男女共同参画社会の
実現に向けて、継続的な啓発事業に取り組んでいきます。
また、広報等により市民が正しい理解を深めるよう各種講
座への参加を促進及び男女共同参画の必要性を周知してい
きます。 
取り組み：男女共同参画講座等の開催と行政等の設置する

審議会、委員会への女性委員登用の拡充 
目標等 ：女性委員就任率の向上 
 

49 
男女共同参画社 
会の推進 

□今後の方向性 
参加者を募る形式の啓発事業だけでなく、市側が諸団体に
出向いて啓発事業を行い、意識啓発を図っていきます。 
また、各審議会等の委員を選任する際、男女の割合を考慮
することを徹底していきます。 
 

秘書広 
聴課 

 



 

 

72 

 

（２）育児中の親の再就職支援 

子育て中の親が再就職しやすい環境をつくるために、資格取得や給付金制度の利用

の促進を図っていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■再就職のための技能・技術を身につけたい人への講習等支
援事業の情報提供や、国の実施する資格取得に向けた教育
訓練給付金制度の利用促進に向けた広報等に努めていきま
す。 
取り組み：講習等支援事業の情報提供と、教育訓練給付金

制度の利用促進 
目標等 ：利用促進に向けた広報活動の推進 
 

50 
就労のための資
格取得支援 

□今後の方向性 
政府が推し進めている雇用対策を実施していくほか、講習
会や資格取得に向けた教育訓練給付金制度をあらゆる媒体
を利用し、周知促進に努めていきます。 
 

産業政 
策課 

 

 

（３）子育ての経済的支援 

子育て中の家庭において、生活費の中で子育てにかかる費用の占める割合は高く、

負担に感じている人が多くなっていることから、生活の安定と児童の健やかな成長を

促進するため、保護者に対する経済的支援の充実を図っていきます。 

 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■小学校修了までの児童を養育する者に対して児童手当を支
給するとともに、児童手当制度のより一層の周知に努めて
いきます。 
取り組み：児童手当の支給対象者への的確な支給 
目標等 ：広報活動の推進 
 

51 児童手当 

□今後の方向性 
国の施策により、児童手当の拡充または子ども手当への移
行が予定されており、子育て家庭へのより一層の経済的支
援を行うことになります。 
市では、引き続き広報・ホームページ等を用い、市内支給
対象者へ情報を正確に伝えるとともに、出生・転出入等の
際には手当申請の案内を行い、申請漏れ、受給漏れのない
ように努めていきます。 
 

児童福 
祉課 
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事業名 事業内容 担当課 

■両親の離婚などによって父親と生計を共にしていない児童
（18歳の年度末まで）の母親あるいは母親に代わってその
児童を養育している方に対して、世帯の生活安定と自立促
進、児童の健やかな成長のために、児童扶養手当を支給し
ていきます。 
取り組み：児童扶養手当の支給対象者への的確な支給 
目標等 ：広報活動の推進 
 

52 児童扶養手当 

□今後の方向性 
 今後も母子世帯の数は増加していくと推測されるので、よ

り一層の制度周知を図っていきます。 
 

児童福 
祉課 

■事故、疾病、その他の事由により両親を失った、または母
子若しくは父子世帯となった家庭の義務教育修了前の児童
を監護・養育する方に対し、児童一人につき月額1,500円
の父子及び母子家庭等福祉金を支給していきます。 
取り組み：支給対象者への的確な支給 
目標等 ：広報活動の推進 
 

53 

つくばみらい市
父子及び母子家
庭等福祉金 
（新規） 

□今後の方向性 
今後もひとり親家庭の増加は継続して増加していくと推測
されるので、より一層の制度周知を図っていきます。 
 

児童福 
祉課 

■精神または身体に障害がある２０歳未満の児童を監護して
いる父もしくは母、または父母にかわって養育している養
育者に対して、特別児童扶養手当を支給していきます。 
取り組み：特別児童扶養手当の支給対象者への的確な支給 
目標等 ：対象者への的確な支給 
 54 

特別児童扶養手
当（新規） 

□今後の方向性 
手当の的確な支給を行うため、引き続き、支給対象者に対
して、受給資格の確認を行い、また、広報誌への掲載等を
することで、広く制度周知を行っていきます。 
 

社会福 
祉課 
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基本目標 ５ 

子どもが安全に安心

して暮らせるまち 

（1）バリアフリーの
まちづくり 

（2）安心して子育て
できる住環境づく
り 

（3）快適な公園環境
の整備 

（55）公共施設、建築物等のバリア

フリー化 

（56）子育て世帯向け支援 

（4）安全な道路交通
環境の整備 

（５）子ども等の安全
の確保 

（57）身近な公園の整備 

（58）歩道の安全管理 

（59）交通安全教室 

（60）交通安全活動 

（61）事故防止対策 

（62）子ども安全教育の家 

（子どもを守る110番の家）

（63）防犯対策 
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基本目標５ 子どもが安全に安心して暮らせるまち 

【現状と課題】 

子育てしやすい生活環境を整備するうえで考慮しなければならないのが、地域のバリ

アフリーや交通安全、防犯の問題です。 

交通機関のアクセスの悪さや、階段、段差の存在は外出を思いとどまらせるだけでな

く、妊娠や子育ての負担感の一因ともなります。 

また、市民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にもならないよう、交通安全教育を

進めていく必要があります。防犯対策についても、「自分のまちは自分で守る」という意

識の高揚を図り、安全で住み良い地域環境を確保していく必要があります。 

アンケート調査の結果によると、子育てをしていて特に困ること（困ったこと）では、

「暗い通りや見通しの悪いところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配」が小

学校児童で５割を超え、「買い物や用事の合間の気分転換に子どもを遊ばせる場所がな

い・少ない」が就学前児童で４割近くに達し、「歩道や信号がない通りが多く、安全面に

心配がある」が就学前児童、小学校児童ともに３割を超えています。 

こうしたことを踏まえ、妊産婦や子どもが単独でも子ども連れでも安心して安全に外

出ができるように、公共施設や道路等のバリアフリー化に努めると共に、学校や幼稚園、

保育所、警察、自治会、各種防犯組織、各家庭などが連携した情報のネットワークを構

築し、必要な情報が隅々まで行き渡る体制をつくります。 
 

（１） バリアフリーのまちづくり 

子どもにとって障壁（バリア）となるものを取り除くために、既存の公共施設のバ

リアフリー化やベビーシートなどの設置を行っていきます。 
 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■子どもや子育て中の家族は勿論、すべての人に優しいまち
づくりに向け、施設整備や交通機関等のバリアフリー化を
進めていきます。 

 また、子育て世帯の利用の多い公共施設については、ベビ
ーベッドや小児用便器の設置に努めていきます。 
取り組み：公共施設などのバリアフリー化の推進 
目標等 ：随時整備 
 55 

公共施設、建築物
等のバリアフリ
ー化 □今後の方向性 

平成21年度に両庁舎にベビーシートを設置する予定です。 
伊奈庁舎については、耐震補強及び大規模改修工事を平成
24年度から予定しており、バリアフリー化を含めた工事を
行っていきます。その他の施設については、国の補助等を
利用した整備を積極的に進めていきます。 
 

財政課 
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（２）安心して子育てできる住環境づくり 

子育て環境に適した住宅供給を念頭に置き、公営住宅の整備を行っていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■子育てしやすい住環境の確保に向けて、公営住宅の入居に
ついての検討を進めていきます。 
取り組み：子育て家庭に配慮した住宅供給の検討 
目標等 ：良質な住環境の整備 
 

56 
子育て世帯向け
支援 □今後の方向性 

住民からの情報や各住宅自治会の協力を得て、防犯対策に
取り組み、老朽化の激しい住宅の維持・修繕を速やかに行
い住環境の整備を行っていきます。 
 

都市計 
画課 

 

（３）快適な公園環境の整備 

子どもたちが健やかに成長できるよう、公園の整備や老朽化に伴った遊具の撤去や

補修を行っていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■地域の協力を得て、子どもが安全に遊べるように既存公園
の整備点検を進め、整備方法や活用方策の検討を進めてい
きます。また、地域の日常的な憩いの場として、身近な公
園の整備に努めていきます。 
取り組み：既存公園の整備点検 
目標等 ：住民との協働による公園整備 
 

57 
身近な公園の整
備 

□今後の方向性 
今後は、公園遊具の安全点検を強化すると共に、里親制度
などを利用した住民参加型の公園環境づくりを進めていき
ます。 
 

都市計 
画課 
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（４）安全な道路交通環境の整備 

まち全体として良好な生活環境の整備に取り組むとともに、憩える場としてのまち

づくりを進めていきます。また、交通安全に対する意識を高めるための啓発活動も行

っていきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■道路等は、適切でより安全な道路確保の整備に努めていき
ます。 
取り組み：子どもやベビーカー等に配慮した段差のない歩

きやすい歩道、信号機・防護柵の整備 
目標等 ：安全で快適な歩道整備 
 

58 歩道の安全管理 
□今後の方向性 

新設だけではなく、既存の歩道についても歩行者の利用状
況を考慮し、改築の必要が急務な箇所については、段差の
緩和及び信号機・防護柵の設置や整備を行っていきます。 
それにより、適切でより安全な道路を確保し、子どもやベ
ビーカー等利用者が安心して通行できる道路環境を構築し
ていきます。 
 

建設課 

■警察署、交通安全母の会やPTAが保育所・幼稚園・学校等
で交通安全教室を開催しています。今後も継続して実施す
るとともに、保育所や幼稚園等では、交通安全教室を生か
して日常の保育にも交通安全を取り入れ、地域と行政が共
に協力し、交通安全への意識の啓発に努めていきます。 
取り組み：幼少時期からの交通安全教育の推進 
目標等 ：交通安全意識の向上 
 

59 交通安全教室 
□今後の方向性 
 幼児に対する交通安全教育は、心身の発達段階に応じて、

基本的な交通ルールを守り、交通マナーを習得させるとと
もに、日常生活において安全に道路を通行するために必要
かつ基本的な技能及び知識を習得させることを目的として
います。保育所･幼稚園においては、家庭及び関係機関・団
体等と連携を図りながら、日常の教育・保育活動のあらゆ
る場面を捉えて交通安全教育を計画的かつ継続的に行って
いきます。 

 

生活環 
境課 

■小中学校等の周辺通学路の安全点検活動を実施するととも
に、交通安全協会、交通安全母の会やＰＴＡ等の街頭指導、
警察署による指導活動など、地域と行政が共に交通安全活
動に取り組んでいきます。 
取り組み：交通安全協会、交通安全父母の会やＰＴＡ等の

街頭指導、警察署による指導活動の推進 
目標等 ：随時 
 
 

60 交通安全活動 

□今後の方向性 
特に、交通の安全と円滑化を確保する必要がある道路につ

生活環 
境課 
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事業名 事業内容 担当課 

いて、交通安全施設等を重点的に整備することとし、安全
かつ円滑で快適な交通環境の確立を図っていきます。その
ため、交通事故対策の重点化を図るとともに、地域の事情
を踏まえた交通事故対策を推進していきます。 
 

 

（５）子ども等の安全の確保 

地域の人々の協力によるパトロールなどによって地域全体で犯罪の発生を未然に防

ぎ、子どもたちの安全を確保する活動を支援していきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■事故防止の重要性を認識し、家庭での事故防止策を働きか
けるとともに、大人と地域が子どもの事故予防の認識を深
めて、見守り活動の促進と、事故が起こった場合に初期対
応ができるよう啓発活動に努めていきます。 
取り組み：子どもを交通事故や犯罪から守る活動の推進 
目標等 ：随時 
 

61 事故防止対策 
□今後の方向性 

小住宅集合地域、交通量の多い道路周辺等、子どもの遊び
場の環境に恵まれない地域またはこれに近隣する地域を優
先的に整備していきます。また、主として幼児及び小学校
低学年児童を対象とした児童クラブへの入級を推進するこ
とで、安全の確保を図るよう進めていきます。 
 

生活環 
境課 

■地域社会で子どもの安全を確保することを目的に、地域の
見守り活動と緊急時の対応を図るため、子ども安全協力の
家の確保を進めていきます。 
取り組み：子どもの安全確保に向け子ども安全協力の家の

確保 
目標等 ：地域との連携による安全対策の確立 
 

62 

子ども安全教育
の家 
（子どもを守る
110番の家） □今後の方向性 

 今後についても、子どもたちの安全を地域ぐるみで確保で
きるようご理解を頂きながら、事業を継続していきます。 

 
 

学校教 
育課 

63 防犯対策 

■青少年育成茨城県民会議の推進する「あいさつ・声かけ運
動」への取り組みと、市青少年相談員連絡協議会や青少年
育成つくばみらい市民会議及び市ＰＴＡ連絡協議会等の各
種団体の協力を得て、防犯体制を組織し、通学路などの校
外パトロールなど地域での安全対策や見守り活動を推進し
ていきます。 
取り組み：防犯体制の強化と防犯灯の増設、地域の子ども

は地域が守る意識の醸成と市内パトロールの推
進 

目標等 ：防犯灯の整備（伊奈・谷和原丘陵部内）、防犯体

生活環 
境課 



第５章 施策の展開 

 

79 

 

事業名 事業内容 担当課 

制の組織化、防犯ボランティアの育成 
 

□今後の方向性 
 学校、市青少年相談員連絡協議会や青少年育成つくばみら

い市民会議等の協力を得、不審者対策、子どもの非行を未
然に防ぐなどの、対策を強化するとともに、交番や駐在所
の充実により警察との連携も含め、防犯対策の充実を図っ
ていきます。 
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基本目標 ６ 

要支援児へのきめ細

かな取り組み 

 
（1）成長・発育の支

援 

 
（2）障害児施策の充

実 

（64）生活支援の充実 

（65）障害児保育 

（66）障害児教育 

（67）障害のある児童・生徒の地

域活動支援 

（68）障害児の支援ネットワーク

づくり 

（69）地域活動支援センターの充実
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基本目標６ 要支援児へのきめ細かな取り組み 

【現状と課題】 

障害児や発達に遅れのある子どもの健全な発達を支援し、身近な地域で安心した生活

を送れるようにするためには、乳幼児期から成人に達するまでの、一人ひとりの多様な

ニーズに応じた一貫した相談支援が求められています。 

また、今後は、障害の早期発見、早期療育に努め、各種相談体制の充実を図るととも

に、障害のある子どもの社会的自立を支援していくため、各種の子育て支援事業との連

携を図ることが必要になっていきます。 

 

（１）成長・発育の支援 

障害児の健全な発達を支援し、身近な地域で安心して生活できるようにする観点か

ら、各種施策の円滑な連携により、在宅サービスの充実や就学支援を含めた教育支援

体制の整備等の総合的な取り組みを推進していきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■対象者が障害福祉サービスを利用しやすいよう、情報の提
供やサービス利用の調整等、相談支援体制の充実に努めて
いきます。 
取り組み：相談体制等の充実 
目標等：相談機能の拡充 
 

64 生活支援の充実 
□今後の方向性 

相談支援事業を民間事業所（つくばライフサポートセンタ
ー）へ委託すると同時に、各サービス事業所との連携協力
や一貫した支援ができるよう、関係各課と要支援児の情報
共有や連携を図っていきます。 
 

社会福 
祉課 

■保護者との連携の強化と保育士の確保、障害児に対する研
修等により保育士の資質の向上に努め、障害児と障害のな
い児童が共に生活する保育を推進していきます。 
取り組み：保護者との連携の強化と保育士の確保、資質の

向上 
目標等 ：各保育所での障害児保育の充実 
 

65 障害児保育 

□今後の方向性 
引き続き、集団生活の可能な子どもの受け入れを行ってい
きます。 
 

児童福 
祉課 

66 障害児教育 

■障害の状況に応じた教育機会の均等化、障害のない児童と
の交流等、きめ細やかな教育を進めていきます。また、特
別な支援を必要とする子どもの教育のあり方を研究し、適
切な対応に努めていきます。 
取り組み：保護者との連携の強化 

学校教 
育課 
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事業名 事業内容 担当課 

目標等 ：各学校での障害児・生徒への適切な教育の実施 

□今後の方向性 
 未就学児の就学指導の現状について情報収集していきま

す。 
 

■障害のある子どもが地域で安心して生活できるよう、福祉
サービスを充実させるとともに、地域において一人ひとり
が地域活動を支えていくよう意識の啓発に努めていきま
す。 
取り組み：在宅サービスの充実や地域活動を支えていくよ

う意識の啓発 
目標等 ：関係機関の連携による活動機会の拡充 
 

67 
障 害 の あ る 児
童・生徒の地域活
動支援 

□今後の方向性 
平成21年10月以降、発達に遅れのある就学前の児童と保
護者を対象に、支援のための療育教室を開催していきます。 
対象児に対し、早期療育を実施することにより、症状の改
善に努め、幼児と保護者が地域で安心した生活ができるよ
うにしていきます。また、障害児の日中の居場所を確保す
るサービスを提供する事業所の開設を支援していきます。 
 

社会福 
祉課 

■全ての市民は、障害がある子もない子も隔てなく、共に地
域で育つことが当たり前であるというノーマライゼーショ
ンの理念の理解と、障害児を支援するボランティアの育成
に努めると共に、支援ネットワークの構築を推進していき
ます。 
取り組み：ノーマライゼーションの理念の理解の促進、ボ

ランティア育成  
目標等 ：支援ネットワークの構築 
 

68 
障害児の支援ネ
ットワークづく
り 

□今後の方向性 
各活動を充実させていきます。 
 

社会福 
祉課 
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（２）障害児施策の充実 

障害児一人ひとりの自立を目的とした地域活動支援センターを運営していきます。 

 

【具体的事業】 

事業名 事業内容 担当課 

■就職の困難な人を通所により、作業を通じて働く喜びを知
り、自立、自活できるよう支援するための環境を充実して
いきます。 
取り組み：通所により、作業を通じて働く喜びを知り、自

立、自活できるよう支援する 
目標等 ：内容の充実 
 

69 
地域活動支援セ
ンターの充実 

□今後の方向性 
自立支援を継続し社会で自活できる園生を育成していきま
す。 
 

社会福 
祉協議 
会 
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第６章 目標事業量の設定 

目標事業量の設定にあたっては、アンケート調査等により把握した各事業のニーズに基

づき、つくばみらい市の地域特性を考慮した上で、特定事業の目標事業量を設定しました。 

１ サービス利用率、ニーズ量の算出方法について 

（１）ニーズ量の算出方法 

平成29年度のサービスニーズ量(人) ＝ 推計人口※１（平成29年）× 

｛家庭類型※２でＡ、Ｂ、Ｃ、Ｅで『現在保育サービスを利用している』割合 

＋ 家庭類型※２でＡ、Ｂ、Ｃ、Ｅで『今後保育サービスを利用したい』割合｝ 

 

※１コーホート要因法による算出 
※２家庭類型 

アンケートの父母の就労状況を尋ねた質問から家庭を分類（タイプＡ～Ｇ） 
 

Ａ:ひとり親家庭（父子家庭または母子家庭） 

Ｂ：フルタイム×フルタイム（フルタイム共働き） 

Ｃ:フルタイム×パートタイム（フルタイム・パート共働き） 

Ｄ：専業主婦（夫） 

Ｅ:パートタイム×パートタイム 

Ｆ：無業×無業 

Ｇ：その他 
  

○ニーズ量は下線の家庭類型から算出 
 

（２）サービス利用率の算出方法 

サービス利用率＝（１）で算出されたニーズ量 ÷ 推計人口（全体） 

（３）目標事業量の設定方法 

 

 

すべての子ども 

 

推計ニーズ 

 

目標事業量(対応すべき量) 

 

 

 

 

サ
ー
ビ
ス
利
用
希
望
無
し

対
応
の
必
要
性
が
な

い
。
対
応
困
難 
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２ 特定事業の目標設定 

平成26年度目標事業量は、計画期間中、社会情勢やニーズをよく見極めて見直すこと

もあります。 

 

事業名 事業内容 単位 
平成21年度 

実績見込み 

平成26年度

目標事業量 

①通常保育事業 

保護者の就労や疾病等により、
家庭において児童を保育するこ
とができないと認められる場合
に、保育園で保育を実施する。

設置 675人 695人 

②特定保育事業 

保護者のパートタイム就労など
により、保育に欠ける児童に対
して、週２～３日または午前・
午後のみなど必要に応じた保育
を行う。 

か所 1か所 
３か所 

900人 

③延長保育事業 
通常の保育時間を延長して保育
を行う。 設置 

８か所 

64人 

８か所 

70人 

④夜間保育事業 
保護者の就労などにより帰宅が
夜間になる場合に、保育園で児
童の保育を実施する。 

か所 ― ― 

⑤トワイライトステイ事業 

保護者が就労などにより平日の
夜間や休日に不在となる場合
に、児童を児童福祉施設などで
一時的に預かる。 

か所 ― ― 

⑥休日保育事業 
日曜日や祝日に保護者が就労す
る場合に、保育園で児童の保育
を実施する。 

設置 ― 
１か所 

25人 

⑦病児・病後児保育事業 

保護者の就労や冠婚葬祭などに
より、病気または病気回復期に
ある児童を、病院や保育施設な
どで一時的に預かる。 

設置 ― ― 

⑧放課後児童健全育成事業 

保護者が就労等により昼間家庭
にいない小学校低学年の児童
に、授業終了後に適切な遊びや
生活の場を与えて、その健全な
育成を図る。 

設置 
８か所 

300人 

９か所 

330人 

⑨地域子育て支援拠点事業 

子育て世帯に交流の場を提供
し、子育てに関する相談や情報
提供、子育てサークルへの支援
などを行う。 

設置 １か所 2か所 

ひろば型 週３日以上、１日５時間以上 か所 1か所 １か所 

センター型 週５日以上、１日５時間以上 か所 ― ―  

児童館型 週３日以上、１日３時間以上 か所 ― ― 

 （類似の単独事業）  か所 ― １か所 

⑩一時預かり事業 
保護者がパートタイム就労や病
気になった場合などに、保育園
で一時的な保育を行う。 

設置 

日数 
２か所 

３か所 

240日 

⑪ショートステイ事業 

保護者の病気などにより、家庭
での養育が一時的に困難になっ
た児童を、児童福祉施設などで
短期間預ける。 

設置 ― ― 

⑫ファミリーサポートセン

ター事業 

育児の手助けができる人と育児
の手助けが必要な人を会員登録
し、保育園の送迎や一時預かり
など、会員組織による相互援助
を行う。 

設置 ― １か所 
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第７章 計画の推進体制 

１ 推進体制の整備 

（１）庁内体制の整備 

次世代育成支援対策行動計画は、児童福祉のみならず、保健、医療、教育、まちづ

くり、住宅、産業経済など広範囲にわたっていることから、さまざまな部局と連携し、

全庁的に施策を推進していきます。 

また、児童相談所や保健センター、教育機関、警察など関係機関との連携を強化し、

総合的な取り組みを図っていきます。 

 

（２）計画の進行管理 

本計画に基づく施策を総合的・計画的に推進するためには、計画の進行状況につい

て、定期的に調査・把握をし、達成状況をチェックする必要があります。 

そのため、「目標事業量」などをもとに、各年度において実施状況を把握、点検し、

計画の着実な推進をめざしていきます。 

 

２ 市民との協働 

（１）市民との協働体制の構築 

本計画の推進に当たっては、市民と行政の協力体制が不可欠です。 

子どもに関わる民間団体と連携を図るとともに、市内の企業・事業所等との連携も

図りながら計画を推進していきます。 

また、市民代表者や学識経験者、関係機関・団体等、現在子育てをしている市民な

どで構成されている「次世代育成支援対策地域協議会」で、計画の実施状況を把握・

点検するとともに、相互の情報交換、連絡調整を行い、市民と市の協働体制を築きま

す。 

 

（２）計画の内容と実施状況の公表 

本計画の策定及び変更については、市ホームページやダイジェスト版の作成・配布

等により、広く市民に周知していきます。 
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資 料 編 

１ 計画策定の経過 

日   時 会議等内容 
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２ つくばみらい市次世代育成支援対策地域協議会設置要綱と委員名簿 
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■委員名簿 

（敬称略・順不同） 

NO 所 属 名 職    名 氏  名 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

任期：平成**年＊月**日～平成**年＊月**日 
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